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こ
れ
ま
で
市
庁
舎
と
市
民
会
館

の
周
辺
は
車
道
に
区
切
ら
れ
、
段

差
も
あ
っ
た
た
め
、
市
長
へ
の
手

紙
や
市
政
懇
話
会
で
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
整
備
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

市
役
所
や
市
民
会
館
に
立
ち
寄
ら

れ
た
際
に
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ

ぐ
こ
と
の
で
き
る
市
民
広
場
に
整

備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
広
場
は
、
広
く
安
全
・
快

適
な
芝
生
広
場
で
、
四
季
の
花
々

を
観
賞
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
集
い
、
交
流
す
る
こ
と
の
で

き
る
空
間
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
庁
舎
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
利
用
さ
れ
る
施
設
と
し
て

そ
の
機
能
を
十
分
に
果
た
せ
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
庁
舎
１
階
に
新
た

に
市
民
ロ
ビ
ー
を
設
け
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ソ
フ
ァ
ー
や
ベ
ン
チ
を

設
置
し
、
飲
料
水
の
自
動
販
売
機

を
２
台
設
置
し
ま
す
。

市
役
所
で
の
用
務
を
す
ま
さ
れ

た
後
に
、
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぐ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
相
互
に
意

見
の
交
換
を
し
た
り
、
催
物
の
案

内
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
た
め
の

掲
示
板
を
庁
舎
内
に
設
置
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
買
い
物
つ
い

で
に
、
市
政
情
報
が
見
れ
る
よ
う
、

サ
テ
ィ
小
野
店
舗
内
北
側
壁
面
に

市
政
情
報
提
供
掲
示
板
お
よ
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
用
ス
タ
ン
ド
を
設
置

し
ま
す
の
で
、
自
由
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。
設
置
時
期
は
３
月
中
旬
の

予
定
で
す
。

市民の皆さんに大変ご迷惑をおかけしておりました市庁舎周辺工事がまもなく

完成します。この工事は、福祉のまちづくりのひとつとして、市民のコミュニテ

ィの拠点とするため、庁舎周辺を公園化するとともに、庁舎の一部を市民の皆さ

んにご利用いただけるようになります。従来、庁舎には、市民のためのスペース

が不足していましたが、自動販売機や公衆用トイレなどを備えた市民ロビーを設

け、さらに、市民の皆さんが自由に利用できるコミュニティ掲示板を設置します。

今回、完成間近になった庁舎前広場など新しくなる施設を紹介します。

親
し
み
を
も
っ
て
憩
い

　
　
　
　
　
く
つ
ろ
げ
る
場
に

庁
舎
前

　
広
場
の
整
備

庁
舎
１
階
に

　
市
民
ロ
ビ
ー
を
設
置

市
民
相
互
に
情
報
を

　
　
　

交
換
で
き
る
場
と
し
て

庁
舎
2
階
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
を
設
置

サ
テ
ィ
小
野
店
舗
内
に
も

　
情
報
掲
示
板
を
設
置

市庁舎周辺工事がまもなく完成！

　　　　　　4月にリフレッシュオープン

人にやさしいまちづくりへ

けいじばん

福祉のまちづくり事業 四季の花々の咲く広場になります

庁舎１階に設置した市民ロビー

玄関にエスカレーターやスロープなどの設置工事がまもなく完成します
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庁
舎
周
辺
整
備
工
事
に
あ
わ
せ

て
、
２
月
１３
日
か
ら
庁
舎
東
駐
車

場
の
出
入
口
が
変
わ
り
、
２
カ
所

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

２
月
１３
日
か
ら
福
祉
事
務
所
と

市
民
課
介
護
保
険
係
が
本
庁
舎
１

階
に
移
転
し
て
い
ま
す
。

市民の皆さんに大変ご迷惑をおかけしておりました市庁舎周辺工事がまもなく

完成します。この工事は、福祉のまちづくりのひとつとして、市民のコミュニテ

ィの拠点とするため、庁舎周辺を公園化するとともに、庁舎の一部を市民の皆さ

んにご利用いただけるようになります。従来、庁舎には、市民のためのスペース

が不足していましたが、自動販売機や公衆用トイレなどを備えた市民ロビーを設

け、さらに、市民の皆さんが自由に利用できるコミュニティ掲示板を設置します。

今回、完成間近になった庁舎前広場など新しくなる施設を紹介します。

庁
舎
駐
車
場
の

　
　
出
入
口
の
変
更

事

務

所

の

移

転

市庁舎周辺工事がまもなく完成！

　　　　　　4月にリフレッシュオープン

人にやさしいまちづくりへ

庁舎周辺平面図

東駐車場

法 務 局

第4庁舎第3庁舎

本庁舎

新しい出入口

新しい出入口

旧の出入口
（閉鎖）

市民会館
中央公民館

西

庁

舎

消
防
庁
舎

第
2
庁
舎

市庁舎が「地上5階建」に？
市本庁舎の階層数の変更

本庁舎は、建設以来「地上4階地下1階建」の建物と呼んでいました

が、市民の方々から、地階と１階がわかりづらいとの声がありました

ので、4月1日以降、地階を1階として「地上5階建て」に、呼び方を改

めることになります。

【本庁舎見取図】

（新）

5階

4階

3階

2階

1階

（旧）

4階

3階

2階

1階

地階

自販機

郵便局
市民公衆
トイレ

市民ロビー

市長室

企画課

総務課 財政課

助役室総務課
秘書係エレベーター

議長室 委員会室

議員控室 議場

議会事務局

エレベーター

生活環境課
　　（ゴミ・し尿は第2庁舎）

会議室

市民サービス課

エレベーター

税務課

会計課

収入役室

市民課

案内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
掲
示
板 自動ドア

エレベーター

エレベーター

お

知

ら

せ

県

道

福祉のまちづくり事業

玄関にエスカレーターやスロープなどの設置工事がまもなく完成します

福祉課

福祉公社

介護保険係
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看
護
部
で
は
、
患
者
さ
ん
か
ら

信
頼
さ
れ
る
看
護
を
提
供
し
よ
う

と
い
う
目
的
で
各
種
研
修
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
院

外
研
修
参
加
や
看
護
研
究
発
表
会

お
よ
び
講
師
を
招
い
て
の
集
合
研

修
会
な
ど
を
開
催
し
、
看
護
の
質

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
事
故
の
未
然
防
止
と
「
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」
と
言
わ
れ
る
ニ

ア
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成

１１
年
か
ら
「
医
療
事
故
防
止
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
事
故
防
止
体
制
を
確

立
し
、
安
心
と
信
頼
を
得
ら
れ
る

医
療
を
提
供
し
ま
す
。

院
内
で
の
感
染
防
止
に
つ
い
て

は
衛
生
水
準
の
向
上
を
図
る
中
、

職
員
が
一
致
協
力
し
、
そ
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き
実
態
に
合

わ
せ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
や
職

員
へ
の
啓
発
な
ど
、
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。

麻
薬
な
ど
危
険
を
伴
う
薬
品
は
、

鍵
の
か
か
る
所
に
保
管
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
病
棟
・
外
来
・
手
術
室
に

保
管
数
を
定
め
、
施
錠
し
て
、
薬

剤
師
が
毎
日
巡
回
し
、
数
量
確
認

す
る
な
ど
安
全
性
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

現
在
、
小
野
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
車

椅
子
を
利
用
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の

介
助
や
診
察
室
等
へ
の
案
内
な
ど

で
活
躍
い
た
だ
き
、
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
で
「
参
加
し
て

み
た
い
」「
詳
し
い
こ
と
を
聞
き

た
い
」
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
連
絡
先
》
小
野
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
1
◯６３
２
５
７
５
）

来
院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
心
を

和
ま
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
正
面

玄
関
横
に
プ
ラ
ン
タ
ー（
1
8
0

�
×
６０
�
）
を
設
置
し
ま
す
。

花
好
き
な
方
、「
あ
な
た
の
世

界
を
プ
ラ
ン
タ
ー
の
中
に
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！
」
責
任
を
も
っ

て
花
の
世
話
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
３
月
末
日
ま
で
。

《
申
し
込
み
》
市
立
小
野
市
民
病

院
総
務
課
（
1
◯６３
２
０
２
０
）

医
療
の
質
向
上
を
め
ざ
し
て

看護研修

看

護

研

修

院
内
感
染
防
止
対
策

薬

品

の

保

管

医
療
事
故
防
止
対
策

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

参
加
希
望

花
を
育
て
て

　
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

小野市内
（84％）

市外
（16％）

10,000
4月

17,000

（人）

16,000

15,000

14,000

13,000

12,000

11,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

外来患者数推移
外来患者地域割合

平成11年度

平成12年度

年　度
平成11年
平成12年

4月
13,963�
13,666

5月
12,119�
14,455

6月
13,552�
15,184

7月
14,026�
15,101

8月
14,438�
16,303

9月
14,304�
14,999

10月
13,850�
15,284

11月
13,641�
14,803

12月
13,815�
15,945

1月
13,168�
13,451

2月
13,486
―

3月
15,047
―

計
136,876�
149,191

（月）

市立小野市民病院

信頼と安心信頼と安心
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最
新
の
核
医
学
検
査
装
置
（
ガ

ン
マ
カ
メ
ラ
）
を
導
入
し
２
月
か

ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。
更
新
し
た

今
回
の
装
置
で
は
、
診
断
能
力
の

向
上
、
検
査
時
間
の
短
縮
と
い
っ

た
点
に
格
段
の
進
歩
が
見
ら
れ
ま

す
。
核
医
学
検
査
は
、
検
査
時
の

身
体
的
負
担
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

生
活
習
慣
病
を
中
心
と
し
た
各
種

疾
患
の
画
像
診
断
と
し
て
広
く
行

わ
れ
て
お
り
、
心
臓
や
脳
の
血
流

評
価
、
腫
瘍
や
炎
症
の
全
身
検
索
、

骨
疾
患
の
早
期
発
見
、
肝
臓
や
甲

状
腺
の
機
能
評
価
な
ど
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
娩
台
の
更
新
や
検
査

機
器
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
質
の

高
い
医
療
の
提
供
に
努
め
て
い
ま

す
。２

月
か
ら
外
来
受
付
の
窓
口
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
医
事
会
計

シ
ス
テ
ム
と
調
剤
支
援
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
待
ち
時
間
の
短
縮
や

薬
剤
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
院
内
壁
ク
ロ
ス
の
張
替

え
や
投
薬
表
示
盤
の
増
設
を
は
じ

め
、
小
児
科
待
合
で
は
、
こ
ど
も

向
け
ア
ニ
メ
番
組
の
放
映
な
ど
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

病
院
正
面
玄
関
を
入
っ
て
い
た

だ
く
と
右
側
の
壁
に
大
き
な
掲
示

板
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
診
察

の
代
診
・
休
診
の
お
知
ら
せ
や
、

院
内
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種
教
室

の
日
時
や
専
門
医
師
に
よ
る
講
演

の
お
知
ら
せ
な
ど
来
院
さ
れ
た
方

に
わ
か
り
や
す
く
情
報
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
掲
示
板
を
ご

覧
く
だ
さ
い

４
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
行
う

人
間
ド
ッ
ク
で
は
、
午
前
中
に
検

査
が
す
べ
て
終
了
す
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
気
軽
に
受
診
で
き
ま

す
。
時
期
に
よ
っ
て
は
受
付
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い

内
容
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、医
事

係（
1
◯６３
２
０
２
０
）
ま
で
。

※
担
当
職
員
が
午
前
７
時
３０
分
か

ら
１１
時
３０
分
ま
で
常
駐
し
操
作
説

明
を
し
て
い
ま
す
。
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
最
寄
り
の
職
員

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

院
内
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
充
実

医

療

機

器

の

整

備

掲
示
板
を

　
　
　
見
て
ね
！

初
診
・
再
診

　
　
　
受
付
方
法

半
日
ド
ッ
ク
（
仮
称
）

　
開
始
の
お
知
ら
せ

◎
骨
粗
鬆
症
教
室

◎
初
診
の
方

◎
再
診
の
方

初
診
申
込
記
載
台
で
受
診

申
込
用
紙
記
入

健
康
保
険
証
と
一
緒
に
受

付
窓
口
へ
提
出

再
診
受
付
機
で
受
付

（
診
察
券
を
通
し
て
く
だ
さ
い
）

21世紀の

信頼と安心信頼と安心

▼
日
時
　
３
月
８
日
（木）
　１０
時
か

ら▼
場
所
　
市
民
病
院
１
階
講
義
室

▼
講
師
　
辻
整
形
外
科
部
長
、
管

理
栄
養
士
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市では、非常勤特別職として「広報専門員」「Ｉ
Ｔ専門員」を下記のとおり募集します。あなた
もこの機会に、自分の持っている専門的な知識
を生かしてまちづくりに参加してみませんか。

平
成
１３
年
４
月
１
日
か
ら
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
伴
い
、

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
お

よ
び
洗
濯
機
の
家
電
４
品
目
は
、

粗
大
ご
み
と
し
て
の
市
に
よ
る
収

集
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
小
野

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
も

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

対
象
家
電
４
品
目
の
引
き
取
り

は
、
全
て
小
売
店
（
販
売
店
）
が

行
い
ま
す
。

まちづくりに参加しませんか

行政専門員を募集

広報専門員

1名

㈰広報おの編集・作成

㈪マスコミ機関等への情報提供

㈫庁内各部広報活動の企画、制作へのアドバイス

㈰年齢はおおむね50歳まで

㈪広報関連の業務（高校・大学・会社等で新聞

等広報紙の編集）に携わった経験のある人

㈫広報活動に興味と意欲のある人

次の書類を添えて、下記の申し込み先へ持参、

または郵送で申し込んでください。

㈰履歴書　１通

㈪自己PR文（広報専門員として取り組みたい

ことなどを400字詰め原稿用紙に２枚程度

で記載してください）

総務部市民サービス課

（〒675－1380　小野市王子町806－1）

ＩＴ専門員

1名

㈰ＩＴ講習会の企画

㈪市ホームページ作成の指導等の業務

㈫市のＩＴ化の推進業務

㈰年齢はおおむね50歳まで

㈪ＩＴに専門的な知識を有する人

㈫ＩＴの専門的分野に興味のある人

次の書類を添えて、下記の申し込み先へ持参、

または郵送で申し込んでください。

㈰履歴書　１通

㈪自己PR文（ＩＴ専門員として取り組みたい

ことなどを400字詰め原稿用紙に２枚程度

で記載してください）

総務部企画課情報化推進係

（〒675－1380　小野市王子町806－1）

採用予定人数

職務内容

応募資格

応募締め切り

申し込み方法

選考

採用年月日

身分・給与等

勤務時間

任用期間

問い合わせ・

申し込み先

平成13年3月19日（月）まで

（郵送の場合は必着。持参の場合は、17時までに）

書類（履歴書、自己ＰＲ文）により選考します。

平成13年4月1日（予定）

地方公務員法第3条3項に規定する非常勤特別職として、報酬（85,000円）を支給します。

週26時間（3．5日）

平成13年4月1日から平成14年3月31日まで（必要に応じて、再任用あり）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

　
　
　
　

始
ま
り
ま
す
よ
！

今
年
4
月
1
日
か
ら

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・

　
　
　
　
洗
濯
機
を
廃
棄
処
分
す
る

　
　
　
　
　
　
場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
！

4品目が対象です！

家電リサイクル法の対象機器

エアコン

テレビ 冷蔵庫 洗濯機
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市では、非常勤特別職として「広報専門員」「Ｉ
Ｔ専門員」を下記のとおり募集します。あなた
もこの機会に、自分の持っている専門的な知識
を生かしてまちづくりに参加してみませんか。

平
成
１３
年
４
月
１
日
か
ら
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
伴
い
、

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
お

よ
び
洗
濯
機
の
家
電
４
品
目
は
、

粗
大
ご
み
と
し
て
の
市
に
よ
る
収

集
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
小
野

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
も

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

対
象
家
電
４
品
目
の
引
き
取
り

は
、
全
て
小
売
店
（
販
売
店
）
が

行
い
ま
す
。

ア
ル
ゴ
で
は
４
月
か
ら
次
の
と

お
り
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
別
表
の
と
お
り

▼
申
し
込
み
期
間
　
３
月
１１
日
（日）

か
ら
同
月
１７
日
（土）
の
９
時
か
ら

１７
時
の
間
（
た
だ
し
、
月
曜
日
は

休
館
日
で
す
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
申
し
込
み
期

間
内
に
体
育
館
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー

で
仮
申
し
込
み
を
し
た
う
え
、
申

し
込
み
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
説
明
会
の
日
に
提
出
し
て

本
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。（
各

コ
ー
ス
先
着
順
で
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

▼
説
明
会
　（
日
時
）３
月
１８
日
（日）

�
１３
時
３０
分
か
ら
�
１５
時
３０
分
か

ら
（
場
所
）
総
合
体
育
館
軽
運
動

室
（
２
回
実
施
　
ど
ち
ら
か
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
）

▼
会
費
　
入
会
金
１,
０
０
０
円

（
入
会
時
の
み
）

年
会
費
２,
０
０
０
円
、
月
会
費

４,
０
０
０
円
、（
親
子
コ
ー
ス
５,

０
０
０
円
）

※
当
ス
ク
ー
ル
は
、
水
着
、
水
泳

帽
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
総
合
体
育
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
資
源

の
有
効
利
用
を
図
る
こ
と
と
廃
棄

さ
れ
る
家
電
製
品
の
適
正
な
処
理

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

対
象
家
電
４
品
目
を
製
造
し
た

メ
ー
カ
ー
や
販
売
し
た
小
売
店
、

購
入
し
た
消
費
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

地
球
に
や
さ
し
い
資
源
循
環
型

社
会
の
構
築
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環

境
業
務
係

まちづくりに参加しませんか

行政専門員を募集

広報専門員

1名

㈰広報おの編集・作成

㈪マスコミ機関等への情報提供

㈫庁内各部広報活動の企画、制作へのアドバイス

㈰年齢はおおむね50歳まで

㈪広報関連の業務（高校・大学・会社等で新聞

等広報紙の編集）に携わった経験のある人

㈫広報活動に興味と意欲のある人

次の書類を添えて、下記の申し込み先へ持参、

または郵送で申し込んでください。

㈰履歴書　１通

㈪自己PR文（広報専門員として取り組みたい

ことなどを400字詰め原稿用紙に２枚程度

で記載してください）

総務部市民サービス課

（〒675－1380　小野市王子町806－1）

ＩＴ専門員

1名

㈰ＩＴ講習会の企画

㈪市ホームページ作成の指導等の業務

㈫市のＩＴ化の推進業務

㈰年齢はおおむね50歳まで

㈪ＩＴに専門的な知識を有する人

㈫ＩＴの専門的分野に興味のある人

次の書類を添えて、下記の申し込み先へ持参、

または郵送で申し込んでください。

㈰履歴書　１通

㈪自己PR文（ＩＴ専門員として取り組みたい

ことなどを400字詰め原稿用紙に２枚程度

で記載してください）

総務部企画課情報化推進係

（〒675－1380　小野市王子町806－1）

採用予定人数

職務内容

応募資格

応募締め切り

申し込み方法

選考

採用年月日

身分・給与等

勤務時間

任用期間

問い合わせ・

申し込み先

平成13年3月19日（月）まで

（郵送の場合は必着。持参の場合は、17時までに）

書類（履歴書、自己ＰＲ文）により選考します。

平成13年4月1日（予定）

地方公務員法第3条3項に規定する非常勤特別職として、報酬（85,000円）を支給します。

週26時間（3．5日）

平成13年4月1日から平成14年3月31日まで（必要に応じて、再任用あり）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

　
　
　
　

始
ま
り
ま
す
よ
！

今
年
4
月
1
日
か
ら

テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・

　
　
　
　
洗
濯
機
を
廃
棄
処
分
す
る

　
　
　
　
　
　
場
合
は
有
料
と
な
り
ま
す
！

あ
な
た
も
こ
の
春
か
ら

　
　
　
ス
イ
ミ
ン
グ
を
始
め
ま
せ
ん
か

ア
ル
ゴ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

生

徒

募

集

小
野
市
議
会
は
、
前
議
長
小
柳
敏
郎
氏
の
死
去
に
伴
い
２

月
２
日
、
第
３
１
４
回
市
議
会
臨
時
会
で
、
後
任
の
議
長
に

吉
岡
一
三
氏
（
６８
歳
・
粟
生
町
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

議

長

　
吉
岡

一
三

氏

市
議
会
議
長

選
出
さ
れ
る

土

Ｂ6
幼　児
3歳～6歳
（15）
Ｂ06
幼　児
4歳～6歳
（25）

Ｄ6
小学生
6歳～12歳
（10）
Ｅ6

小・中学生
6歳～15歳
（10）

Ｌ6
一般男女
15歳以上
（5）

木
Ｎ4水中散歩
一般男女
50歳以上
（20）

Ｕ4アクアビクス
一般男女
18歳以上
（20）

Ｂ4
幼児

3歳～6歳
（20）
Ｃ4

年長～3年生
5歳～9歳
（10）

Ｌ4
一般男女
15歳以上
（10）

金
Ｎ5水中散歩
一般男女
50歳以上
（10）

Ａ5
親　子

6ケ月～2歳10ケ月
（10）

Ｊ5
女　性
18歳以上
（30）
Ｂ5
幼　児
3歳～6歳
（15）
Ｃ5

年長～3年生
5歳～9歳
（20）

Ｅ5
小・中学生
6歳～15歳
（10）

水

Ｎ3水中散歩
一般男女
50歳以上
（5）

Ｂ3
幼児

3歳～6歳
（20）
Ｃ3

年長～3年生
5歳～9歳
（20）

Ｅ3
小・中学生
6歳～15歳
（15）

火

Ｉ2
女　性
18歳以上
（22）

Ｂ02
幼　児
3歳～6歳
（10）

Ｂ2
幼　児
3歳～6歳
（20）
Ｅ2

小・中学生
6歳～15歳
（25）
Ｌ2

一般男女
15歳以上
（20）

Ｕ2アクアビクス
一般男女
15歳以上
（15）

月

休
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員
コース名
対 象
年 齢
定 員

10：00
～11：00

10：30
～11：30

11：00
～12：00

1：00
～2：00

2：00
～3：00

3：00
～4：00

4：00
～5：00

5：00
～6：00

6：00
～7：00

7：00
～8：00

8：00
～9：00

＜別表＞ 練習時間割表 （　）内は定員

※親子コースは45分授業

テ レ ビ

エ ア コ ン

冷 蔵 庫

洗 濯 機

再商品化料金

2,700円

3,500円

4,600円

2,400円

＋運搬料金

◎消費者負担額

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

4品目が対象です！

家電リサイクル法の対象機器

エアコン

テレビ 冷蔵庫 洗濯機
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昨
年
、
市
内
の
交
通
事
故
発
生

件
数
は
１,
８
０
１
件
、
前
年
に

比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
対
人

口
比
（
総
人
口
５
０,
４
６
６
人

で
算
出
）
で
は
、
２８
人
に
１
人
の

割
合
で
事
故
に
遭
遇
し
た
こ
と
に

な
り
、
第
２
当
事
者
や
同
乗
者
等

を
含
め
る
と
、
か
な
り
の
人
が
事

故
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
事
故
発
生
件

数
が
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
傷
者
に
若
干
の
増
加
が
み

ら
れ
、
中
で
も
重
傷
者
が
２
割
増

加
す
る
な
ど
、
重
大
事
故
が
多
か

っ
た
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
社
会
を
反
映
し
て

高
齢
者
の
関
連
す
る
事
故
が
多
発

し
て
い
る
ほ
か
、
夜
間
の
事
故
も

多
発
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
悲
惨
な
交
通
事
故
に
遭

う
危
険
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
を

認
識
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
よ
う

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
量
の
多
い
国
道
１
７
５
号
、

県
道
加
古
川
小
野
線
、
県
道
三
木

山
崎
線
で
多
く
発
生
。

前
方
不
注
意
に
よ
る
追
突
、
一

時
停
止
や
徐
行
を
怠
っ
た
出
会
い

頭
衝
突
、
安
全
確
認
を
怠
っ
た
右

左
折
時
の
衝
突
な
ど
、
交
差
点
や

交
差
点
付
近
に
集
中
し
て
発
生
。

午
前
７
時
か
ら
８
時
台
、
午
後

４
時
か
ら
６
時
台
の
出
勤
、
退
社

時
間
帯
に
多
く
発
生
。

男
性
で
は
、
２０
歳
か
ら
２４
歳
ま

で
の
若
年
運
転
者
が
最
も
多
く
、

次
い
で
２５
歳
か
ら
２９
歳
、
６５
歳
以

上
の
順
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
に
お
い
て
も
、
２０

歳
か
ら
２４
歳
ま
で
が
最
も
多
く
、

次
い
で
６５
歳
以
上
が
他
の
年
齢
層

に
比
べ
多
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。

お
ば
あ
さ
ん
の
所
へ
業
者
が
や

っ
て
き
て
、
世
間
話
を
し
な
が
ら

孫
の
名
前
を
尋
ね
た
の
で
教
え
る

と
、
こ
の
子
は
字
画
が
悪
い
の
で

早
死
に
す
る
と
言
う
。
さ
ら
に
不

吉
な
事
を
次
々
と
言
う
の
で
、
お

ば
あ
さ
ん
は
涙
ぐ
ん
で
し
ま
い
、

ど
う
か
助
け
て
く
だ
さ
い
と
言
っ

た
。
す
る
と
業
者
は
、
子
供
の
実

印
を
作
れ
ば
助
か
る
と
言
い
、
４５

万
円
で
購
入
契
約
を
さ
せ
た
。
様

子
が
お
か
し
い
と
お
嫁
さ
ん
が
気

づ
き
、
お
ば
あ
さ
ん
を
説
得
し
て
、

契
約
を
や
め
さ
せ
た
。
業
者
は
記

入
済
の
契
約
書
に
×
印
を
し
た
だ

け
で
持
ち
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

不
安
だ
。

業
者
が
契
約
書
を
３
部
と
も
持

ち
帰
っ
て
い
る
の
で
、
本
当
に
契

約
が
解
除
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問

で
す
。
は
が
き
で
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
通
知
を
出
す
よ
う
に
助
言

し
ま
し
た
。

こ
れ
以
外
に
も
、
一
人
暮
ら
し

の
お
ば
あ
さ
ん
が
ね
ら
わ
れ
た
次

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

電
力
会
社
の
関
係
者
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
口
ぶ
り
で
作
業
服
姿
の

男
性
が
訪
れ
、
床
下
な
ど
を
点
検

し
た
。「
漏
電
し
て
い
る
。
防
止

装
置
を
付
け
な
い
と
火
事
に
な
り
、

近
所
に
も
迷
惑
を
か
け
る
」
と
半

ば
強
制
的
に
電
話
機
ほ
ど
の
大
き

さ
の
製
品
を
取
り
付
け
、
代
金
約

６
万
円
を
請
求
さ
れ
支
払
っ
た
。

後
で
不
審
に
思
い
、
電
力
会
社
に

問
い
合
わ
せ
る
と
「
無
関
係
」
と

わ
か
っ
た
。

領
収
書
に
は
住
所
と
電
話
番
号

の
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

住
所
は
実
際
に
は
存
在
し
な
い
架

空
の
も
の
で
、
電
話
を
か
け
て
も

つ
な
が
ら
ず
、
お
金
は
戻
っ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
悪
質
業
者
は
い
ろ

ん
な
手
口
で
近
づ
い
て
き
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
そ
の

場
の
雰
囲
気
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い

で
、
す
ぐ
契
約
せ
ず
、
家
族
や
友

人
な
ど
信
頼
で
き
る
人
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
毎
週
木
曜
日
（
４
月
か
ら
水
曜
日
に
変
更
）
に
専
門
の

消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
生
活
環
境

課
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ

うだん 箱

くら
しの

困
っ
た
と
き
は

　
消
費
生
活
相
談
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

こ
ん
な
の
「
う
そ
」
で
す

　
　
　
　
　
　

気
を
つ
け
て
！

〜
人
を
不
安
が
ら
せ
る
言
葉
で
の
勧
誘
〜

交
通
事
故
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

平
成
12
年
中
市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

交
通
事
故

発
生
件
数
…
1
日
4
・
9
件

け

が

人
…
1
日
1
・
2
人

●
路
線
別
で
は

●
違
反
別
・

　
　
類
型
別
で
は

●
時
間
別
で
は

●
第
１
当
事
者
の

　
　
性
別
、
年
齢
別
で
は

〈
事
例
1
〉

◆

◆

◆

〈
事
例
2
〉

死者（人）

3

4

－1

平成12年

平成11年

比較増減

総数（件）

1,801

1,860

－59

人身（件）

340

346

－6

物損（件）

1,461

1,514

－53

うち重傷

35

29

＋6

444

437

＋7

交通事故発生件数（件） 傷者（人）区分

年別

◎市内の交通事故発生状況

◆

◆

◆
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河
合
北
部
基
盤
整
備
事
業
（
床
締
工
）
は
昭
和
61
年
度
に
県

の
事
業
認
可
を
受
け
、1
6
8
・
5
h
a
の
農
地
を
第
1
工
区
、

第
2
工
区
、
第
3
工
区
、
第
4
工
区
に
区
分
し
て
そ
の
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
に
最
終
工
区
で
あ
り
ま
す
第

3
工
区
の
換
地
処
分
が
で
き
、
全
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

基
盤
を
整
備
す
る
前
は
、
農
道

の
な
い
農
地
や
形
状
の
悪
い
農
地

が
あ
り
、
ま
た
面
積
も
平
均
約
５

０
０
2
m
の
小
さ
い
農
地
で
あ
っ

た
も
の
が
、
整
形
な
農
地
と
な
り
、

用
水
路
と
排
水
路
を
分
離
し
た
形

態
と
し
、
ま
た
農
道
も
整
備
さ
れ
、

農
地
へ
の
進
入
も
容
易
と
な
り
、

利
便
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

今
後
、
中
核
的
担
い
手
を
中
心

と
し
た
集
落
営
農
を
展
開
す
る
上

で
の
条
件
が
整
い
、
生
産
性
の
向

上
や
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け

た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
気
環
境
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、
平
成
１２
年
１１
月
１９
日
か
ら

同
月
２５
日
ま
で
の
１
週
間
、
榊
町

（
榊
町
公
民
館
）
で
、
大
気
環
境

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
て
の
項
目
が
環

境
基
準
に
適
合
し
て
お
り
、
良
好

な
環
境
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

調
査
項
目
お
よ
び
調
査
結
果
に

つ
い
て
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
日
程
　
４
月
１４
日
（土）
・
１５
日
（日）

▼
場
所
　
小
野
市
中
央
公
民
館

▼
内
容
　
展
示
・
体
験
学
習
（
美

術
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
手
芸
・
茶

道
・
華
道
・
文
芸
・
歴
史
・
教
育
・

料
理
な
ど
）
販
売
・
模
擬
店
（
た

こ
焼
・
綿
菓
子
・
焼
き
芋
・
手
作

り
パ
ン
な
ど
）
芸
能
発
表
（
舞
踊
・

謡
曲
・
邦
楽
・
洋
楽
な
ど
）

▼
詳
細
　
広
報
４
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

農
業

〜
21
世
紀
を
む
か
え
て
〜

�

河
合
北
部
基
盤
整
備

事
業
が
終
了
！

八ケ池（河合中町）からほ場を望む

環境基準
を

クリアー

小
野
工
業
団
地
周
辺
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
大
気
環
境
調
査
結
果

第
16
回

公
民
館
ま
つ
り
は

　
　
　
4
月
14
日
（土）
・
15
日
（日）
に
実
施

予告

昨
年
の
公
民
館
ま
つ
り
よ
り

工区

1

2

3

4

　工期（年度）

昭和61

平成3～平成6

昭和63～平成8

昭和61～昭和63

面積（ha）

005.7�

023.0�

094.9

044.9�

168.5

関係町

復井町

復井町

青野ケ原町、復

井町、河合中町

河合中町、河合

西町

計

◎工区ごとの整備の状況（工事のみ）

項　　目

二酸化硫黄

（SO2）

二酸化窒素

（NO2）

一酸化炭素

（NO）

浮遊粒子状物質

（SPM）

風　　向

風　　速

気　　温

湿　　度

環 境 基 準

1時間値の1日平均値

1時間値の最高値

1時間値の1日平均値が0.04～0.06ppm

までのゾーン内又はそれ以下

1時間値の1日平均値

1時間値の最高値

0.04ppm

0.1ppm

0.10mg/m
3

0.20mg/m
3

測 定 値

平均

最高

平均

最高

平均

最高

平均

最高

0.004ppm

0.004ppm

0.015ppm

0.011ppm

0.019ppm

0.006ppm

0.011ppm

0.021mg/m
3

0.035mg/m
3

0.079mg/m
3

北北東

平均　1.1m/s

平均　 9.3℃

平均　　87％

＜別表＞ 調査項目および調査結果



平成13年　広報「おの」３月号 10

春
先
は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
発
生
し
や
す
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
ひ
と
た
び
火
災
と
な
れ
ば
強

風
に
あ
お
ら
れ
大
火
事
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
た
き
火
、
ゴ
ミ
焼
却
な
ど
の
火
の
取
り
扱
い
に

は
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
消
防
本
部
（
暑
）
で
は
、
こ
の
運
動
期
間
中
「
い
つ
も
心
に
火

の
用
心
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
次
の
重
点
目
標
を
掲
げ
、
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
火
災
予
防
運
動
を
進

め
ま
す
。
く
ら
し
の
安
全
を
守
る
た
め
に
地
域
で
、
家
庭
で
、
職
場
で
、
火
の
用
心
の
心
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

１.
春
先
の
出
火
を
防
止
す
る
。

２.
住
宅
の
防
火
安
全
度
を
高
め

る
。

３.
地
域
の
防
火
安
全
度
を
高
め

る
。

４.
職
場
の
防
火
安
全
度
を
高
め

る
。

５.
山
火
事
を
防
止
す
る
。

６.
車
両
火
災
を
防
止
す
る
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
を
備
え

る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

い
つ
も
心
に
火
の
用
心
！

春

の

火

災

予

防

運

動3
月
1
日
〜
7
日

◎平成12年小野市の出火原因別火災状況

重

点

目

標

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

―
3
つ
の
習
慣

　
　
　
　
4
つ
の
対
策
―

3
つ
の
習
慣

4
つ
の
対
策

入賞作品（森本有貴さんの作品・小野東小学校1年）

火災予防運動期間中に、ＪＡ小野市の各支所で、幼年消
防クラブ員が元気一杯に描いた防火絵画を展示しています。

防火絵画を展示

お知らせ

見に
来て
ネ！

火

災

件

数

あ
ぜ
焼
き
・
草
焼
き

そ

の

他

焼

却

中

タ

バ

コ

マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

線
香
・
ロ
ー
ソ
ク

そ

の

他

裸

火

コ

ン

ロ

天

ぷ

ら

油

ス

ト

ー

ブ

コ

タ

ツ

炉

・

か

ま

ど

電

気

配

線

電

気

器

具

溶

接

等

の

火

花

摩

擦

火

遊

び

放
火
・
放
火
の
疑
い

不

明

・

調

査

中

そ

の

他

計

建 物

林 野

車 両

その他

計

1

1

6

8

�

1�

�

8�

9

1�

�

�

�

1

1

1

�

2

3�

�

�

�

3

1�

�

�

�

1

1�

�

�

�

1

3�

�

1�

�

4

2�

�

�

�

2

1�

�

�

�

1

�

�

�

1�

1

2�

�

�

1�

3

1�

2�

1�

7�

11

2�

�

�

�

2

19�

5�

2�

23�

49

原
　
　
因

区
　
　
分

育ケ丘保育所幼年消防クラブ演技（昨年の大会から）

防
火
意
識
の
高
揚
と
普
及
・
啓

発
を
目
指
し
、
消
防
関
係
者
に
よ

り
、
小
野
市
消
防
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

２１
世
紀
初
の
本
大
会
か
ら
女
性

消
防
団
員
が
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、

粟
生
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に

よ
る
か
わ
い
い
演
技
や
小
野
南
中

学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
署

員
・
団
員
に
よ
り
車
両
行
進
・
一

斉
放
水
等
多
数
の
催
し
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
　
４
月
８
日
（日）
　９
時
か

ら▼
場
所
　
市
役
所
東
駐
車
場
（
雨

天
時
）
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
部
　
消
防
車
両
等
の
分
列
行

進
・
表
彰
な
ら
び
に
感

謝
状
贈
呈
等

二
部
　
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
・

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
演
技
・

消
防
署
救
助
隊
演
技
・

消
防
団
一
斉
放
水
等

み
ん
な
で

　
　

見
に
き
て
ネ
！

２１世紀最初の消防大会２１世紀最初の消防大会
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県
で
は
、
よ
り
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し
、
現

地
解
決
型
の
行
政
を
展
開
す
る
た
め
に
、
財
務
事
務
所
、
土
木
事
務
所
な
ど
主

要
な
地
方
機
関
を
県
民
局
に
統
合
し
、
新
し
い
「
県
民
局
」
を
４
月
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
所
管
す
る
県
民
局
、
事
務
所
の
名
称
、
窓
口
な

ど
の
変
更
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
特
性
や
課
題
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
対
応
を
行
う
た
め
に
、

現
行
の
東
播
磨
県
民
局
の
所
管
区

域
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。

○
東
播
磨
県
民
局
〔
加
古
川
市
〕

明
石
市
、
加
古
川
市
、
高
砂
市
、

加
古
郡

○
北
播
磨
県
民
局
〔
社
町
〕　
　

西
脇
市
、
三
木
市
、
小
野
市
、

加
西
市
、
美
嚢
郡
、
加
東
郡
、

多
可
郡

県
民
局
の
総
合
事
務
所
化
に
伴

い
、
図
に
記
載
の
各
事
務
所
は
県

民
局
の
内
部
組
織
と
な
り
、
名
称

が
変
更
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
現
在

の
事
務
所
の
位
置
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。県

民
局
の
所
管
区
域
の
見
直
し

や
特
定
の
事
務
所
に
業
務
を
集
約

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

窓
口
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

県
民
相
談
・
広
聴
に
関
す
る
事
務

は
、

↓
参
事
（
企
画
調
整
担
当
）

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
事
務
は
、

↓
参
事
（
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
担
当
）

防
災
に
関
す
る
事
務
は
、

↓
参
事
（
市
町
・
防
災
担
当
）

県
税
に
関
す
る
事
務

○
法
人
関
係
税
、
軽
油
引
取
税
な

ど
の
こ
と
は
、↓

社
県
税
事
務
所

○
個
人
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税

お
よ
び
自
動
車
税
の
こ
と
は
、

↓
社
県
税
事
務
所

県
民
運
動
に
関
す
る
事
務
は
、

↓
参
事
（
県
民
担
当
）

健
康
福
祉
に
関
す
る
事
務

○
病
院
・
薬
局
な
ど
の
指
導
や
介

護
保
険
に
係
る
指
定
・
指
導
は
、

↓
社
健
康
福
祉
事
務
所

○
犬
の
引
取
り
・
苦
情
の
こ
と
は
、

↓
社
健
康
福
祉
事
務
所

○
感
染
症
予
防
、
精
神
保
健
相
談
、

飲
食
店
な
ど
の
許
可
、
食
中
毒

な
ど
の
こ
と
は
、

↓
社
健
康
福
祉
事
務
所

○
大
気
・
水
・
廃
棄
物
な
ど
の
公

害
や
鳥
獣
保
護
な
ど
の
こ
と
は
、

↓
参
事
（
環
境
担
当
）

産
業
労
働
に
関
す
る
事
務
は
、

↓
参
事
（
産
業
労
働
担
当
）

農
林
水
産
に
関
す
る
事
務

○
農
林
水
産
の
振
興
、
治
山
事
業

な
ど
の
こ
と
は
、

↓
社
農
林
振
興
事
務
所

○
農
業
技
術
、
経
営
指
導
相
談
の

こ
と
は
、

↓
加
西
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

○
農
地
、
農
道
の
整
備
、
維
持
管

理
の
こ
と
は
、

↓
三
木
土
地
改
良
事
務
所

土
木
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

務○
道
路
、
河
川
な
ど
の
整
備
、
維

持
修
繕
の
こ
と
は
、

↓
社
土
木
事
務
所

○
道
路
、
河
川
の
占
用
許
可
や
用

地
取
得
の
こ
と
は
、

↓
社
土
木
事
務
所

○
建
設
業
許
可
、
宅
建
業
免
許
な

ど
の
こ
と
は
、

↓
参
事
（
ま
ち
づ
く
り
担
当
）

（
太
字
は
こ
れ
ま
で
の
窓
口
と
変

わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願

い
ま
す
）

※
な
お
、
今
回
の
再
編
に
あ
わ
せ

て
本
庁
か
ら
県
民
局
へ
と
窓
口

が
変
わ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
東
播
磨

県
民
局
組
織
整
備
担
当（
1
０
７

９
４
◯２１
１
１
０
１
）ま
た
は
各
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4
月
か
ら
、
県
の
地
方
機
関
が
変
わ
り
ま
す

〜
小
野
市
は
北
播
磨
県
民
局
（
加
東
郡
社
町
）
に
〜

県
民
局
の

　
所
管
区
域
の
変
更

事
務
所
の

　
名
称
等
に
つ
い
て

窓
口
に
つ
い
て

〈北播磨県民局の組織図〉

県　　　　民　　　　局

企画管理部〈企画調整、広報、防災、県税など〉

県民生活部〈県民運動、健康福祉、環境など〉

地域振興部〈商工、農林業の振興など〉

県土整備部〈土木、まちづくりなど〉

社　　　県　　　税　　　事　　　務　　　所

社 　 土 　 地 　 改 　 良 　 事 　 務 　 所

社　　　土　　　木　　　事　　　務　　　所

三　　木　　土　　木　　事　　務　　所

中　　町　　土　　木　　事　　務　　所

三　木　土　地　改   良　事　務　所

社 健 康 福 祉 事 務 所 〔社保健所〕

社 　 農 　 林 　 振 　 興 　 事 　 務 　 所

　［ 加 西 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ］

　［ 三 木 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ］

　［ 西 脇 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ］ 　

西 脇 健 康 福 祉 事 務 所 〔西脇保健所〕

三 木 健 康 福 祉 事 務 所 〔三木保健所〕

加 西 健 康 福 祉 事 務 所 〔加西保健所〕

社財務事務所

三木保健所

加西保健所

社土地改良事務所

社土木事務所

社土木事務所三木出張所

社土木事務所中町出張所

三木土地改良事務所

社農林水産事務所
加西農業改良普及センター
三木農業改良普及センター
西脇農業改良普及センター

社保健所
北播磨福祉事務所
西脇保健所
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２１
世
紀
初
の
冬
季
国
体
が
山
梨

県
に
て
、
”か
い
じ
き
ら
め
き
国

体
”の
愛
称
で
１
月
２７
日
か
ら
同

月
３１
日
の
間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
”氷
上
で
輝
け

新
世
紀
の
夢
の
せ
て
”。

小
野
市
か
ら
は
、
今
国
体
よ
り

導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
シ
ョ
ー
ト

ト
ラ
ッ
ク
競
技
の
部
に
初
代
監
督

と
し
て
宮
永
芳
明
さ
ん
（
下
大
部

町
）
が
、
成
年
男
子
の
部
で
宮
永

芳
和
さ
ん
（
下
大
部
町
・
流
通
科

学
大
学
３
年
）、
ス
ピ
ー
ド
競
技

の
部
で
依
藤
弘
樹
さ
ん
（
小
田
町
・

大
阪
経
済
大
学
３
年
）
が
日
本
一

の
富
士
山
を
望
む
、
美
し
い
山
梨

の
地
で
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
リ
ン
ゼ
イ
市
へ
３

月
２５
日
か
ら
４
月
４
日
ま
で
の

間
、
第
９
回
目
の
交
換
教
師
派

遣
事
業
と
し
て
２
名
の
交
換
教

師
を
派
遣
し
ま
す
。

こ
の
た
び
交
換
教
師
と
し
て

リ
ン
ゼ
イ
市
を
訪
問
す
る
の
は
、

旭
丘
中
学
校
の
浅
田
久
子
教
諭

と
小
野
東
小
学
校
の
中
尾
洋
一

教
諭
の
２
人
で
す
。

リ
ン
ゼ
イ
市
滞
在
中
は
、
一

般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

リ
ン
ゼ
イ
市
の
小
学
校
、
中
学

校
等
を
訪
問
、
授
業
に
参
加
し
、

児
童
、
生
徒
や
市
民
の
方
々
と

の
交
流
を
行
う
予
定
で
す
。

両
教
諭
と
も
、
リ
ン
ゼ
イ
市

訪
問
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
教

育
制
度
、
教
育
内
容
等
の
教
育

の
現
状
を
肌
で
体
験
し
、
実
際

の
教
育
現
場
に
お
い
て
活
用
す

る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
た
リ
ン
ゼ
イ
市
と
の

学
校
間
交
流
を
一
層
発
展
さ
せ

よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
務
省
が
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

全
国
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

募
集
し
た
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、

小
野
南
中
学
校
３
年
の
河
合
佐

奈
恵
さ
ん
が
、
優
秀
賞
の
「
日

本
B
B
S
連
盟
会
長
賞
」
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
河
合
さ
ん
は
２

月
２
日
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
兵
庫

県
実
施
委
員
会
佳
作
の
田
中
葉

月
さ
ん
（
市
場
小
学
校
６
年
）

酒
井
玲
希
さ
ん
（
大
部
小
学
校
６

年
）
と
と
も
に
市
役
所
を
訪
れ
、

�
�
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま

し
た
。

このコーナーはみな　さんと一緒につくる

ページです。いきい　きと活動している人

や、暮らしの中で思　ったことなどいっぱ

い教えてください。

お気軽に総務部市民サービス課まで。

冬
季
大
会
に
出
場
！

第
56
回

国
民
体
育
大
会

スケート競技ショートトラック競技の部

監督 宮永 芳明 さん

ショートトラック競技　　　　　
　　　　　（成年男子の部）

宮永 芳和 さん

スピード競技　　　　　
　　　　　（成年男子の部）

依藤 弘樹 さん

友好
を深めて

きてネ！

姉妹都市リンゼイ市へ

　　　　交換教師2名派遣

中尾洋一さん
（小野東小教諭）

河合佐奈恵さん
（小野南中3年）

浅田久子さん
（旭丘中教諭）

酒井玲希さん
（大部小6年）

田中葉月さん
（市場小6年）

優
秀
賞
の
小
野
南
中

河
合
さ
ん
ら
3
人

市
長
に
報
告
第
50
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

たま き
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待
望
の
夜
間
照
明
設
備
増
設

工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。今

ま
で
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
夜
間
の

運
動
場
の
利
用
が
、
全
面
に
わ

た
っ
て
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
、
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
研
修
セ

ン
タ
ー
（
1
◯６７
０
０
４
４
）

50
円

６７５ １３８０

広報クイズ 小
野
市
王
子
町
８０６｠

ー
１

小
野
市
役
所

　

広
報
ク
イ
ズ
係

わが家のQアイドル

Q食いしん坊で、何でも食べ

る勇次。いつもニコニコして

お外が大好き！これからも、

みんなを楽しませてね。

（母　康代さん）

田中　勇次ちゃん
（小田町・1歳3ヶ月）

Q
た なか ゆう じ

今月の広報「おの」をよ～く読んで次の○の中にうめてください。

㈰今年4月1日から家電◯◯◯◯◯法が始まります。

㈪市内の女池に、約70年ぶりに◯◯◯が飛来しました。

◆応募方法　ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、今月号で

興味のあった記事や感想などを記入のうえ右記まで送ってください。

正解者の中から抽選で10名様に粗品をさし上げます。

◆締 切 日　3月23日㈮（当日消印有効）

先月広報クイズの答え　㈰税　㈪バレーでした。たくさんのご応募ありがとうございました。

Qまいちゃん、毎日元気と笑

いをいっぱいくれてありがと

う！！お姉ちゃんと仲良く、

明るい優しい子になってね。

（母　智美さん）

大貫　真以奈ちゃん
（中町・1歳3ヶ月）

Q
おおぬき ま い な

Qとても1歳には見えないほ

ど活発な峻士。これからも元

気ですくすく育ってネQそし

て人の心の痛みの解かるやさ

しい子になってほしいと願っ

ています。

（母　由佳さん）

藤本　峻士ちゃん
（育ケ丘町・1歳2ヶ月）

Q
ふじもと しゅんし

Qやんちゃでお話好きの雪華。

おめめを大きく見開いて、お

話をしてくれるしぐさはとて

もキュートQ笑顔の素敵な女

の子になってね。

（母　恵さん）

吉田　雪華ちゃん
（黒川町・1歳2ヶ月）

Q
よし だ ゆき か

このコーナーはみな　さんと一緒につくる

ページです。いきい　きと活動している人

や、暮らしの中で思　ったことなどいっぱ

い教えてください。

お気軽に総務部市民サービス課まで。

便利になっています

夜間照明設備増設工事完成

市民研修センター

平成13年度「わが家のQアイドル」に多数ご応募いただきあ
りがとうございました。
応募の締め切りは2月16日で終了しました。抽選の結果は個人

あてに通知し、4月号から紹介する予定です。

平成13年度「わが家のQアイドル」の募集について
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市では、2月23日から25日の3日間にわたって第11回「わ

がまちふるさと再発見、花と緑の写真＆絵画展」を伝統

産業会館で開催しました。

同展では、小野市の花、緑、生き物など、また自然と

調和した四季おりおりの風景や、昔から伝えられてきた

伝統的な祭や風俗をテーマに、アマチュアカメラマンが

撮影した写真163点と、市内の小学生が写生した絵画241

点を会場いっぱいに展示しました。

いままで気付かなかった小野市の良さに出会うことが

でき、盛況の内に終了することができました。

なお、主な入賞者は次のとおりです。（敬称略）

加西市で2月4日に開かれた第16回兵庫県郡市区対抗女子駅

伝競走大会で初優勝を飾った小野市チームのメンバーが同月5日、

市役所を訪れ、��務市長にうれしい栄冠を報告しました。

小野市女子チームは昨年総合11位。ここ数年はあと一歩の

ところで、一けた順位を逃していました。今年こそはと当初か

ら上位を狙っており、優勝したメンバーの皆さんはレースを振

り返りながら「念願がかなった」と喜びを語りました。

2月9日、児童、学校関係者およ

び地域の方々と完成を祝いました。

体育館は、鉄筋コンクリート造、

2階建、延面積1,161m
2
でバレーボ

ールコート2面がとれるゆったり

した広さ、2階には卓球スペースを、

また、車椅子用便所を備えています。

最優秀賞

田中　惣吉（天神町）

優秀賞

藤原　春男（西脇市）

小山　隆男（本町一丁目）

宮崎　溢子（神戸市北区）

金賞

植月　幸輝　（河合小1年）

本澤　直也　（河合小2年）

藤原　万里子（中番小3年）

小倉　理恵子（来住小4年）

冨田　駿　　（大部小5年）

井岡　麻有　（中番小6年）

��市長に優勝報告をするメンバーの皆さん

初優勝
おめでとう！

～メンバーらが市長に栄冠を報告～

第16回兵庫県郡市区対抗

　　　　　　　女子駅伝競走大会

「第11回わがまちふるさと再発見

　　　　花と緑の写真＆絵画展」開催

ふるさとの魅力を再発見！

【写真の部】 【絵画の部】

新しい体育館が完成
市立河合小学校

まちのわだい
タウン

トピックス

写真の部　最優秀賞作品
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昨年12月26日にオープンした無料

温泉スタンドは、この１カ月間の利用

者数が約5,000人と大好評です。

利用者の内訳は、市内が約6割、市

外が約4割であり、神戸、加古川、姫路、

西脇・多可方面からたくさんの方が利

用されています。

利用後の反響も大きく、「よく温まる」

「腰の痛みが和らいだ」「あかぎれなど

切り傷の治りが早い」など多くの方か

ら嬉しいお便りをいただいています。

無料温泉スタンドは、毎日9時から

21時まで利用できます。

市内福旬町の女池に、渡り鳥のマガンが飛来しました。

女池近くに住む県の委託調査員、玉田洋右さんが1月27日、女

池で泳ぐマガン14羽を確認されました。

数年前から女池に飛来するようになったコハクチョウとともに、

水辺で羽を休めています。

市
で
は
臨
時
的
に
職
員
が
必
要

と
な
る
場
合
、
登
録
さ
れ
て
い
る

人
か
ら
６
ケ
月
以
内
（
１
回
更
新

最
高
１
年
以
内
）
を
限
度
に
、
選

考
の
う
え
、
臨
時
職
員
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
臨
時
職
員
の
登
録
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
登
録
募
集
す
る
職
種
　
一
般
事

務
職

▼
登
録
資
格
　
高
卒
以
上
の
学
歴

を
有
し
、
昭
和
３６
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
。

▼
申
し
込
み
方
法
　
臨
時
職
員
登

録
申
込
書
（
市
か
ら
交
付
）
お
よ

び
履
歴
書
を
本
人
が
持
参
の
う
え
、

総
務
課
人
事
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

52人、8団体を表彰
小野市スポーツ賞表彰式並びに講演会

体がよく温まって気もちいいよ！
無料温泉スタンド大好評

水辺の楽校でマラソン大会マガンが女池に飛来
～地域の人々も児童らに応援～

国体や県大会などで優秀な成績を収めた選手をたたえる

本年度の小野市スポーツ賞と小野市体育協会賞の表彰式並

びにシドニーオリンピックメダ

リストによる講演会を2月3日、

小野市民会館で行いました。

表彰式では、市内に在住、在

学・在勤する52人、8団体が表

彰を受けました。また、講演会

ではシドニーオリンピック女子

競泳400メートルメドレーで銅

メダルを獲得した大西順子選手

とテコンドー女子で銅メダルに

輝いた岡本依子選手の時の人の

講演に力強さを感じました。

シドニーオリンピックメダリス
ト大西順子さん（右・水泳）と
岡本依子さん（左・テコンドー）

市立市場小学校

市立市場小学校では2月3日、「市場水辺の楽校マラソン大会」

を開催しました。

マラソンコースは、昨年7月に開校した「水辺の楽校」への

愛着を高めることを目的として同校北

側を流れる山田川堤防沿いを利用し、

児童らは日ごろの練習の成果を十分発

揮し、自分の目標に向かって走りました。

また、同校地区内で作業をされてい

た山田町営農組合の皆さんも作業を休

めて、一生懸命走る児童らを応援する

姿も見られました。

自分に目標に向かって
走る児童ら

児童らに声援を送る山田
町営農組合の皆さん

平
成
13
年
度
　

臨
時
職
員
の
登
録

太古の湯

羽
を
休
め
る
マ
ガ
ン
た
ち

（
玉
田
洋
右
さ
ん
撮
影
）

約70年
ぶりに

め いけ
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暮

ら

し

の

情

報

市
役
所
の
電
話
番
号
は

　
　
　
◯63
1
0
0
0
で
す

国
民
健
康
保
険
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課
保
険
医
療
係

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
届

病
気
や
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
た
と
き
、
そ
の
費
用
は
ど

こ
か
ら
出
さ
れ
る
か
ご
存
じ
で
す

か
。
皆
さ
ん
が
支
払
っ
て
い
る
お

金
は
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
の

一
部
で
、
残
り
は
皆
さ
ん
が
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
か
ら
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
保
険
と
は
、

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
加
入
者
が
普
段
か
ら

お
金
を
出
し
合
い
医
療
費
に
あ
て

る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
日
本

で
は
、
全
て
の
方
が
何
ら
か
の
医

療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
国
民
皆
保
険
制

度
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
に
は
、
職
場
で

加
入
す
る
「
健
康
保
険
」
等
と
、

そ
の
他
の
方
が
加
入
す
る
地
域
保

険
と
し
て
の
「
国
民
健
康
保
険
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
職
場

の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い
な

い
方
で
、
小
野
市
に
住
所
を
有
す

る
方
は
、
全
て
小
野
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
会
社
等
を
退
職
し
て
健

康
保
険
等
が
な
く
な
っ
た
と
き
、

ま
た
は
健
康
保
険
任
意
継
続
の
資

格
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
１４
日

以
内
に
市
民
課
保
険
医
療
係
ま
で

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
手
続

き
は
別
表
参
照
）

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

遅
れ
て
い
る
場
合
は
至
急
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
市
民
課
保
険
医
療
係

ま
で
。

（１）
倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
、
再

就
職
の
準
備
を
す
る
時
間
的
余
裕

が
な
く
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
は
、
年
齢
お
よ
び
保
険
加
入
期

間
に
応
じ
て
、
所
定
給
付
日
数
９０

日
か
ら
３
３
０
日
の
範
囲
で
決
ま

り
ま
す
。
＊
倒
産
・
解
雇
等
に
よ

る
離
職
者
に
は
手
厚
い
制
度
と
な

り
ま
す
。

（２）
自
己
都
合
・
定
年
退
職
等
に

よ
り
離
職
し
た
方
は
、
年
齢
に
関

係
な
く
、「
被
保
険
者
で
あ
っ
た

期
間
」
に
応
じ
て
、
所
定
給
付
日

数
９０
日
か
ら
１
８
０
日
の
範
囲
で

決
ま
り
ま
す
。

雇
用
保
険
料
率
が
１
０
０
０
分

の
１１
・
５
か
ら
原
則
１
０
０
０
分

の
１５
・
５
（
労
働
者
負
担
１
０
０

０
分
の
６
、
事
業
主
負
担
１
０
０

０
分
の
９
・
５
）
と
な
り
ま
す
。

（
農
林
水
産
・
清
酒
製
造
業
は
、

１
０
０
０
分
の
７
・
５
、
建
設
業

は
１
０
０
０
分
の
１８
・
５
）

（１）
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
登

録
型
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
年
収

９０
万
円
以
上
の
就
労
要
件
が
撤
廃
。

（２）
登
録
型
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
、

１
年
未
満
の
雇
用
期
間
や
派
遣
先

が
複
数
に
あ
る
な
ど
断
続
的
に
派

遣
就
業
を
繰
り
返
す
方
で
も
、
派

遣
元
の
事
業
所
で
１
年
以
上
雇
用

さ
れ
る
見
込
み
が
あ
る
場
合
は
適

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
１３
年
１
月
以
降
の
育
児
休
業

お
よ
び
介
護
休
業
期
間
に
対
す
る

給
付
金
の
率
が
２５
％
か
ら
４０
％
へ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
実
施
済
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
西
脇
公
共
職
業

安
定
所
雇
用
保
険
課
（
1
０
７
９

５
◯２２
３
１
８
１
）

雇
用
保
険
の
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト

平
成
13
年
4
月
1
日
か
ら
大
き
く
変
わ
り
ま
す

離
職
理
由
の
違
い
に
よ
り
所

定
給
付
日
数
が
決
ま
り
ま
す

（
給
付
率
は
変
更
な
し
）

雇
用
保
険
料
率
が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

保
険
の
適
用
要
件
が

　
　
　
　
拡
大
さ
れ
ま
す

育
児
休
業
給
付
、
介
護
休
業

給
付
の
率
が
上
が
り
ま
し
た

加
入
す
る
と
き

や
め
る
と
き

被保険者証をなくしたとき

遠隔地でくらす家族のための
被保険者証が必要なとき

転入したとき

勤務先の健康保険
をやめたとき

任意継続の期間
が満了したとき

子供が生まれたとき

生活保護を
受けなくなったとき

転出のとき

勤務先の健康保険に
加入したとき

死亡したとき

生活保護を
受けることになったとき

住所、世帯主、氏名、
続柄などが変わったとき

印鑑、身分を証明できるもの、
被保険者証（追加記入のとき）

こんなとき 必要なもの

印鑑、健保の資格喪失証明書または
離職票、被保険者証（追加記入のとき）
印鑑、健保の資格喪失証明書、
被保険者証（追加記入のとき）

印鑑、被保険者証

印鑑、保護廃止決定通知書

印鑑、被保険者証

印鑑、被保険者証、加入した健保
の被保険者証（または資格証明書）

印鑑、被保険者証

印鑑、被保険者証、
保護開始決定通知書

印鑑、被保険者証

印鑑、身分を証明できるもの

印鑑、被保険者証、
就学のときは在学証明書

変
更

〈別表〉　※国保の届け出は、各世帯ごとに世帯主が行います（14日以内に）

（印鑑が不要の場合も有りますので、事前にお問い合わせください）
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ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。就

職
し
て
、
会
社
員
や
公
務
員

に
な
ら
れ
る
２０
歳
以
上
の
方
は
、

国
民
年
金
の
種
別
が
第
１
号
被
保

険
者
か
ら
第
２
号
被
保
険
者
に
変

わ
り
ま
す
。

種
別
変
更
の
手
続
き
や
保
険
料

の
納
付
は
勤
め
先
が
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
年
金
手
帳
を
勤
め
先
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
手
帳
に
は
基
礎
年
金
番
号

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基

礎
年
金
番
号
は
公
的
年
金
共
通
の

番
号
で
す
の
で
、
転
職
や
退
職
な

ど
で
加
入
す
る
制
度
が
変
わ
っ
て

も
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。
年
金
手

帳
を
提
出
し
な
い
と
、
手
続
き
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ず
、
勤
め
先
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
春
、
就
職
さ
れ
る
学
生
さ
ん

は
入
社
直
前
に
な
っ
て
あ
わ
て
な

い
よ
う
に
、
事
前
に
年
金
手
帳
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

年
金
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
市
役
所
の
国
民
年
金
係
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

せ
っ
か
く
加
入
手
続
き
を
し
て

も
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
っ

た
た
め
に
受
け
取
る
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
万
が
一
事
故
な

ど
に
あ
っ
て
障
害
が
残
っ
た
と
き

に
年
金
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
て

は
大
変
で
す
。

こ
の
人
生
の
節
目
に
保
険
料
も

点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
１
カ
月

１
３,
３
０
０
円
（
付
加
保
険
料

は
１
３,
７
０
０
円
）
で
す
。
一

年
間
納
め
る
と
１
５
９,
６
０
０

円
（
同
１
６
４,
４
０
０
円
）
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
が
１
年
間
前
納
す
る
と
、

１
５
６,
７
７
０
円
（
付
加
保
険

料
は
１
６
１,
４
８
０
円
）
と
な

り
、
２,
８
３
０
円
（
同
２,
９

２
０
円
）
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
前
納
を
ご
希
望
の
方

は
、
３
月
１５
日
ま
で
に
市
民
福
祉

部
市
民
課
年
金
係
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

問
い
合
わ
せ

　
市

民

課

年

金

係

今
春
卒
業
さ
れ
る
学
生
さ
ん

　
就
職
時
に
年
金
手
帳
が
必
要
で
す

勤
め
先
に
年
金
手
帳
の

提
出
を
！

保
険
料
の

納
付
も
忘
れ
ず
に
！

保
険
料
を
前
納
す
る
と

　
　
　
　
　
お
得
で
す
！

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

兵庫県最低賃金のお知らせ

地域別最低賃金 （平成12年9月30日より適用されています）

産業別最低賃金 （平成12年12月1日より適用されています）

兵 庫 県 最 低 賃 金

日　額

5,353円

時間額

671円

下表の産業別最低賃金が適用
されない労働者については、
全てこの兵庫県最低賃金が適
用されます。

適 用 業 種
繊維工業、靴下製造業
塗料製造業
鉄鋼業
一般機械器具製造業
電気機械器具製造業
輸送用機械器具製造業
計量器・測定器・分析機器・試験機・
測量機械器具製造業
各種商品小売業
自動車小売業

日　額
5,836円
6,639円
6,393円
6,314円
6,014円
6,608円

6,066円

5,896円
6,184円

時間額
728円
830円
798円
788円
751円
823円

758円

736円
773円

産業別最低賃金の適用が除外
され兵庫県最低賃金が適用さ
れる業務・年齢等

●18歳未満または65歳以上の方
●雇入れ後6カ月（各種商品小
売業と自動車小売業におい
ては3カ月）未満の方で、技
能習得中の方

●清掃または片づけの業務に
主として従事する方

★最低賃金はパートタイマー、アルバイト等すべての労働者に適用されます。
★時間額は賃金の大部分が時間によって定められている方に適用されます。
★詳しくは、兵庫労働局労働基準部賃金課（078－332－7020）または、最寄りの労働基準監督署へお問い
合わせください。
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暮らしの情報
（
文
化
＆
ス
ポ
ー
ツ
）

広
報
お
の
１２
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
２
月
に
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
２１
下
東
条
が
設
立
し
ま
し

た
（
規
約
制
定
）。

い
ろ
ん
な
世
代
の
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
（
多
世
代
）、
い
ろ
い
ろ

な
種
目
（
多
種
目
）
の
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ク
ラ
ブ

に
な
る
よ
う
運
営
委
員
会
で
ク
ラ

ブ
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
ま
す
（
２

月
現
在
）。

今
回
、
設
立
を
記
念
し
て
、
春

に
ス
タ
ー
ト
す
る
教
室
を
教
育
委

員
会
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
こ
の
教
室
は
、
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
　
３
月
１
日
（木）

か
ら
受
付
開
始
！（
Ｄ:

体
験
！

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
み
開
催
当
日

の
受
付
と
な
り
ま
す
）
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
料
（
４
５
０
円
）・
印

鑑
を
持
っ
て
体
育
保
健
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
体

育
保
健
課

こ
の
た
び
、
郷
土
出
身
の
画
家
・

榎
倉
省
吾
の
油
絵
や
ス
ケ
ッ
チ
画
、

遺
品
な
ど
が
ご
遺
族
の
方
か
ら
小

野
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

榎
倉
省
吾
は
明
治
３４
年
（
１
９

０
１
年
）
現
在
の
小
野
市
神
明
町

で
生
ま
れ
、
戦
前
は
二
科
会
を
中

心
に
活
躍
し
、
戦
後
は
向
井
潤
吉

ら
と
と
も
に
行
動
美
術
協
会
を
興

し
、
戦
後
の
日
本
洋
画
界
の
発
展

に
尽
力
し
、
昭
和
５２
年
（
１
９
７

７
）
小
豆
島
で
亡
く
な
り
ま
す
。

好
古
館
で
は
、
作
品
の
受
贈
と

榎
倉
省
吾
の
生
誕
百
年
を
記
念
し

て
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
う
ち
写
生

用
の
ボ
ー
ド
に
描
か
れ
た
油
彩
画

と
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
約
３０
点
を
展
示
・

紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
　
３
月
９
日
（金）
か
ら
同

月
３１
日
（土）
（
月
曜
日
休
館
）

▼
入
館
料
　
大
人
２
０
０
円
、
小

中
学
生
１
０
０
円
（
コ
コ
ロ
ン
カ

ー
ド
持
参
の
小
中
学
生
は
無
料
）

▼
開
館
　
９
時
３０
分
か
ら
１７
時

▼
問
い
合
わ
せ
　
好
古
館
ま
で

（
1
◯６３
３
３
９
０
）

初
心
者
向
け
の
「
や
さ
し
い
茶

道
教
室
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

お
茶
の
心
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
初
心
者

▼
期
間
　
平
成
１３
年
５
月
１２
日
か

ら
平
成
１４
年
２
月
９
日
の
第
２
・

４
土
曜
日

▼
時
間
　（
１
組
）
１０
時
か
ら
１２

時
、（
２
組
）
１３
時
か
ら
１５
時

▼
場
所
　
好
古
館
茶
室
「
柳
風
亭
」

▼
定
員
　
各
組
１０
名

▼
受
講
料
　
１
カ
月
２,
０
０
０

円▼
申
し
込
み
・
詳
細
　
４
月
２０
日

（金）
ま
で
に
受
講
料
持
参
の
う
え
、

市
立
好
古
館（
1
◯６３
３
３
９
０
）へ
。

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
で
ブ
レ
イ
ク
し

よ
う
！
２
０
０
２
年
か
ら
の
学
習

指
導
要
領
改
訂
に
伴
い
、
ダ
ン
ス

シ
ー
ン
が
変
わ
る
。
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
、
フ
ァ
ン
ク
は
当
た
り
前
。
だ

か
ら
授
業
・
運
動
会
は
変
わ
る
は

ず
！
指
導
者
、
愛
好
家
必
見
。

▼
日
時
　
３
月
２５
日
（日）
　
９
時
５０

分
か
ら
１６
時
（
９
時
３０
分
受
付
）

▼
場
所
　
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
・

軽
運
動
室

▼
内
容
　
�L

et's

　
リ
ズ
ム
ダ

ン
ス
！
〜
フ
ァ
ン
ク
の
リ
ズ
ム
を

取
り
入
れ
た
授
業
・
運
動
会
の
た

め
の
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
♪
�H

ow
 

to

　
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
〜
ス
テ

ッ
プ
を
踏
む
の
は
初
め
て
と
い
う

方
で
も
、
や
っ
て
み
た
ら
そ
の
気

に
な
れ
る
〜

▼
講
師
　
�
村
井
恭
子
（
ダ
ン
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

�
池
田
　
拓
（
フ
リ
ー
ダ
ン
サ
ー
・

振
付
師
）

▼
対
象
　
満
１８
歳
以
上
の
方

▼
定
員
　
５０
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
２,
０
０
０
円
（
資

料
代
を
含
む
）

▼
申
し
込
み
期
間
　
３
月
４
日
（日）

か
ら
同
月
１８
日
（日）
必
着

（
３
月
５
日
・
１２
日
（月）
は
休
館
日

で
す
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
�
氏
名
、
�

年
齢
、
�
性
別
、
�
現
住
所（
1
）、

�
勤
務
先（
1
）と「
や
れ
ば
で
き

る
！
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
講
習
会
〜
２１

世
紀
バ
ー
ジ
ョ
ン
〜
」
申
込
と
記

入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
所
定
申
込
書
（
窓
口
用
）
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
小

野
市
総
合
体
育
館
　
〒
６
７
５
―

１
３
７
８
　
小
野
市
王
子
町
９
１

７
の
１

1
◯６２
７
０
０
０
　
F
A
X
◯６２
７
５

６
０

好

古

館

※Ａ～Ｃは事前にお申し込みください。（受講料は無料。ただし、スポー
ツ安全保険料　450円が必要です。D:体験！ニュースポーツには、保険
料は必要ありません）

◎教室名

開催種目 開催日 対象
（市内在住、在勤、在学）

時間 場　所

下東条
小学校
体育館

バドミントン
3/24～5/19
毎週土曜日
（全8回）

小学生以上
（20名）

16：00
～
18：00

下東条
小学校
体育館

Ａ

卓球
3/31～4/28
毎週土曜日
（全5回）

小学生以上
（20名）

16：00
～
18：00

下東条体育館
（コミセン隣）

Ｂ

ヒップホップ
ダンス

3/30～4/27
毎週金曜日
（全5回）

4歳児～
小学3年生
（20名）

17：00
～
18：00

Ｃ

体験！
ニュースポーツ

3/25
※当日申し込み

どなたでもご参
加いただけます

09：00
～
12：00

Ｄ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
下
東
条
設
立
記
念
事
業

春
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

教
育
委
員
会
が

お
す
す
め
す
る

受講者募集

郷
土
出
身
の
画
家

榎
倉
省
吾
の

　
油
彩
画
と
ス
ケ
ッ
チ

特
別
公
開

柳
風
亭
　
茶
道
教
室
第
10
期

受
講
生
募
集

テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
「
Ｔ
Ｒ
Ｆ
」
（
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
　
池
田

拓
　
来
館
！

『
や
れ
ば
で
き
る
！

　
　
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
講
習
会
〜
21
世
紀
バ
ー
ジ
ョ
ン
〜
』

受

講

生

募

集
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以
前
、
プ
ー
ル
は
「
泳
ぐ
」
場

所
で
し
た
。
し
か
し
、
水
中
で
行

う
運
動
の
よ
さ
が
広
ま
っ
て
来
て

い
る
の
で
し
ょ
う
、
最
近
で
は
「
運

動
を
す
る
」
場
所
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。（
も
ち
ろ
ん
、
泳

ぐ
人
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
）

「
水
中
で
の
運
動
は
体
に
良
い
」

確
信
的
な
言
葉
で
否
定
す
る
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
は
な

ぜ
い
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
簡
単

な
と
こ
ろ
か
ら
集
め
て
み
ま
し
た
。

◎
水
は
急
激
に
体
温
を
奪
い
ま
す

そ
の
と
き
体
は
対
抗
し
て
新
陳

代
謝
を
活
発
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、

血
行
が
良
く
な
っ
た
り
、
体
温
の

調
整
機
能
が
向
上
し
、
カ
ゼ
な
ど

ひ
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

◎
水
圧
を
受
け
な
が
ら
呼
吸
を
す

る
こ
と
に
よ
り
呼
吸
す
る
た
め
の

筋
肉
な
ど
が
鍛
え
ら
れ
ま
す

特
に
、
吸
う
能
力
が
上
が
り
ま

す
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と

に
よ
り
心
肺
機
能
が
向
上
し
ま
す
。

◎
浮
力
が
あ
る
の
で
体
は
地
球
の

重
力
か
ら
か
な
り
開
放
さ
れ
ま
す

だ
か
ら
陸
上
で
行
う
運
動
よ
り

脚
や
ひ
ざ
、
腰
に
体
重
が
あ
ま
り

か
か
ら
ず
無
理
な
く
け
が
の
心
配

も
少
な
く
運
動
が
で
き
ま
す
。

◎
水
の
抵
抗
が
全
身
に
か
か
り
普

通
に
動
く
だ
け
で
も
筋
肉
は
か
な

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
で
き
ま

す
。
ま
た
、
水
の
抵
抗
を
負
荷
と

し
て
運
動
す
る
の
で
個
人
個
人
に

あ
っ
た
負
荷
が
得
ら
れ
ま
す

以
上
の
よ
う
に
水
圧
、
抵
抗
、

浮
力
が
全
身
に
か
か
る
の
で
血
液

の
流
れ
や
血
圧
が
各
部
で
平
均
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
全
身
運

動
的
な
要
素
が
多
く
な
り
血
液
が

全
身
を
巡
り
、
酸
素
が
く
ま
な
く

取
り
入
れ
ら
れ
る
体
に
な
る
わ
け

で
す
。

こ
れ
ら
科
学
的
な
事
よ
り
強
調

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
プ
ー
ル
か
ら
上
が
っ
た
後
の

そ
う
快
感
で
す
。
あ
の
気
持
ち
よ

さ
が
多
く
の
人
を
と
り
こ
に
し
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
プ
ー
ル
で
運
動
し
て
疲

れ
た
夜
は
熟
睡
で
き
ま
す
（
泥
の

よ
う
に
眠
る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

少
し
時
間
を
作
っ
て
プ
ー
ル
へ

来
て
み
ま
せ
ん
か
。
運
動
後
の
そ

う
快
感
と
熟
睡
、
こ
の
２
つ
を
手

に
入
れ
る
た
め
に
。

２
月
広
報
に
て
募
集
し
た
兵
庫

国
体
愛
称
・
標
語
！
も
う
、
応
募

さ
れ
ま
し
た
か
？

県
民
に
よ
る
国
体
を
創
り
あ
げ

る
た
め
に
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
兵
庫
県
よ
り
全
国
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
愛
称
・
標
語
に
頭
を
ひ

と
ひ
ね
り
…
…
メ
ー
ル
・
は
が
き
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
Ｏ
Ｋ
！

募
集
要
項
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
応

募
は
が
き
は
、
ア
ル
ゴ
、
ア
ク
ト
、

各
会
館
な
ど
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

応
募
期
限
は
、
３
月
１５
日
の
消

印
有
効
！
最
優
秀
賞
を
目
指
せ
！

「
コ
コ
ロ
ン
小
野
ク
ラ
ブ
」
は
、

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
様
々
な
活
動
に
取
り
組
む
リ
ー

ダ
ー
等
が
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
場
と
し
て
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
お
持
ち
の
貴
重
な
人

脈
、
情
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
相
互

に
活
用
し
、
こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
仲
間
と
と
も
に
目
指
し

ま
せ
ん
か
。

▼
応
募
方
法
　
３
月
末
ま
で
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
生

涯
学
習
課

図 書 館

毎月第2・4土曜日に、こども放送
局を放映しています。
3月は10日（土）「写真」
　　 24日（土）「大道芸」

の特集の予定です。どうぞお楽しみに。
放送時間　10時30分から15時30分
場所　図書館2階視聴覚ホール

★こども放送局

▼
▼

★名画鑑賞会（無料）
　　「プロジェクトＡ」
日時　3月11日（日）　14時から
場所　図書館視聴覚ホール
内容　二十世紀初頭の香港。海上
警察と陸上警察は反目し、何かとト
ラブルが絶えなかった。しかし、あ
る事件の共同捜査をきっかけに、海
賊の撲滅作戦で協力することとなる。
顔見知りの盗賊を味方につけ、いよ
いよ敵地に乗り込むが…。
ジャッキー・チェンのアクションが
冴える香港娯楽映画。

▼
▼
▼

★こども映画会（無料）
　　「ドラえもん
　　　　のび太の魔界大冒険」
日時　3月25日（日）　10時30分から
場所　図書館視聴覚ホール
内容　「もしも魔法の世界があっ

たら…」ともしもボックスで魔法の
世界を作ってしまったのび太とドラ
えもん。のび太たちは、地球をのっ
とろうとする魔界の大魔王と戦うこ
とになるが…

▼
▼
▼

★お話会
絵本や物語などの楽しいお話をし
ます。途中からは入れないので時間
におくれないでください。
日時　3月10日（土）・24日（土）、（小
学低学年まで）14時から、（小学高学
年以上）14時40分から
場所　図書館和室

▼
▼

★今月の本
今月は「誕生日のお話」を展示し

ます。

◎金曜日は午後8時まで
3月中の毎週金曜日は延長し、午

後8時まで開館しています。

ア
ル
ゴ
プ
ー
ル
へ
の
お
誘
い

　
水
中
運
動
の
ス
ス
メ

子
育
て
グ
ル
ー
プ
親
子
募
集

親
子
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

も
う
応
募
さ
れ
ま
し
た
か
？

コ
コ
ロ
ン
小
野
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
メ
ン
バ
ー
募
集

「
近
所
に
子
育
て
を
語
り
合
え

る
友
達
が
い
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ

る
お
母
さ
ん
、
子
育
て
仲
間
と
の

交
流
の
中
で
「
親
育
ち
」「
子
育

ち
」
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

親
子
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は

１３
年
度
子
育
て
グ
ル
ー
プ
親
子
を

募
集
し
ま
す
。

説
明
会
申
し
込
み
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
日
時
　
４
月
４
日
（水）
　
１０
時
か

ら
１１
時
３０
分

▼
場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
対
象
　
１
歳
半
か
ら
就
園
前
ま

で
の
子
と
親
。

▼
定
員
　
４５
名

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
保
険
料

（
一
人
４
５
０
円
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ハ
ン
ド
ベ
ル

と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
し
た
い
音
楽

好
き
な
人
も
同
時
に
募
集
し
ま
す
。

（
若
干
名
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
官
製
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
（
母
親
・
子
ど
も
）

年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
説
明

会
会
場
で
抽
選
と
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
限
　
３
月
２４
日
（土）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
小

野
市
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
・

親
子
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

（
1
＆
F
A
X
◯６２
７
０
２
０
）
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暮らしの情報
（
お
し
ら
せ
＆
募
集
）

募

　

　

集

平
成
１３
年
度
か
ら
、
市
と
物
品
、

役
務
の
提
供
に
つ
い
て
契
約
を
す

る
場
合
、
業
者
登
録
の
届
出
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
　
市
が
発
注
す
る
物
品
、

役
務
の
提
供
等
の
入
札
、
見
積
に

参
加
を
希
望
さ
れ
る
法
人
、
個
人

▼
受
付
期
限
　
３
月
３０
日
（金）
ま
で

▼
詳
細
　
財
務
課
管
財
係

小
野
市
連
合
区
長
会
な
ら
び
に

小
野
市
保
健
衛
生
推
進
協
議
会
主

催
の
全
市
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
み
ん
な
で
、
ま
ち
を
美
し

く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環

境
業
務
係

平
成
１３
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

今
年
度
は
次
の
と
お
り
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
期
間
　
３
月
１
日
（木）
か
ら
同

月
２１
日
（水）（
た
だ
し
、
土
曜
お
よ

び
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
８
時

３０
分
か
ら
１７
時

▼
場
所
　
税
務
課

※
詳
細
は
、
税
務
課
へ
。

平
成
１２
年
分
の
所
得
税
と
平
成

１３
年
度
の
市
県
民
税
の
申
告
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
期
限
内
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

市
税
集
合
１０
期
（
３
月
分
）

・
市
県
民
税

・
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
を

含
む
）

・
国
民
健
康
保
険
税

▼
納
期
　
４
月
２
日
（月）

※
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
み
だ
し

の
義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

１.
郵
便
振
替
口
座
に
つ
い
て

▼
口
座
番
号
　
０
０
１
１
０
―
２

―
５
６
０
６

▼
名
義
　
日
本
赤
十
字
社

▼
受
付
期
限
　
平
成
１３
年
３
月
２９

日
（木）
ま
で

▼
振
替
手
数
料
　
無
料

▼
備
考
　
通
信
欄
に
「
イ
ン
ド
地

震
救
援
金
」
と
明
記
す
る
こ
と
。

２.
物
品
寄
付
に
つ
い
て

原
則
と
し
て
、
個
人
か
ら
の
物

品
寄
付
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

３.
詳
細
に
つ
い
て

日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部
事

業
課
（
1
０
７
８
―
３
４
１
―
８

７
９
１
）

衣
類
・
雑
貨
・
そ
の
他
新
品
、

中
古
品
を
安
価
で
販
売
し
て
く
だ

さ
る
方
。

当
日
持
ち
込
み
で
自
分
で
販
売
、

１
区
画
２,
０
０
０
円
で
５０
区
画

募
集
。

な
お
、
参
加
者
が
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

▼
日
時
　
４
月
２９
日
（日）（
小
雨
決

行
）１０
時
か
ら
１５
時

※
２９
日
が
雨
天
で
中
止
の
場
合
は
、

翌
日
３０
日
（月）
に
開
催
し
ま
す
。

▼
場
所
　
加
古
川
上
流
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
黍
田
町
）

▼
条
件
　
４
月
２９
日
（日）
が
雨
天

の
場
合
は
、
３０
日
（月）
に
開
催
し

ま
す
の
で
、２
日
間
参
加
で
き
る
方
。

▼
締
め
切
り
　４
月
６
日
（金）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
や

え
ざ
く
ら
ま
つ
り
事
務
局
（
下
水

道
課
）
へ
。

▼
募
集
人
員
　
２
名

▼
募
集
資
格
　
昭
和
３６
年
４
月
１

日
以
降
に
生
ま
れ
、
原
動
機
付
二

輪
免
許
を
有
す
る
方
。

▼
申
し
込
み
期
間
　
３
月
５
日
（月）

か
ら
同
月
１６
日
（金）
ま
で

▼
詳
細
　
水
道
部
上
水
道
課
総
務

係
平
成
１３
年
度
簿
記
教
室
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
住
所
、

氏
名
、
業
種
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
時
期
　
平
成
１３
年
６
月
か
ら

▼
時
間
数
　
１２
時
間
（
６
回
）

▼
内
容
　
複
式
帳
簿
が
で
き
る
程

度▼
場
所
　
社
納
税
協
会

▼
講
師
　
税
理
士
会
社
支
部
所
属

の
税
理
士

▼
受
講
料
　
３,
０
０
０
円

▼
定
員
　
１０
名
（
希
望
者
多
数
の

場
合
は
複
数
回
行
い
ま
す
）

▼
申
し
込
み
期
限
　
５
月
末
ま
で

▼
申
し
込
み
　
社
納
税
協
会
（
1

０
７
９
５
◯４２
０
３
６
０
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
９
５
◯４２
４
４
４
９
）

わ
が
ふ
る
さ
と
「
小
野
」
の
歴

史
を
も
っ
と
知
る
た
め
、
市
内
に

散
在
す
る
旧
跡
を
自
分
の
足
で
歩

い
て
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、「
太
古
の
湯
周
辺
を

歩
く
」
と
題
し
て
、
黍
田
町
・
市

場
町
周
辺
に
あ
る
文
化
財
を
た
ど

り
ま
す
。

▼
日
時
　
３
月
１８
日
（日）
　１０
時
か

ら
１５
時
（
雨
天
中
止
）

▼
集
合
場
所
　
加
古
川
上
流
浄
化

セ
ン
タ
ー
（
黍
田
町
内
）
※
Ｊ
Ｒ

市
場
駅
東
側

▼
コ
ー
ス

加
古
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設

見
学
↓
黍
田
昆
沙
門
堂
↓
黍
田
大

歳
神
社
↓
や
な
せ
苑（
昼
食
）↓
市

場
船
着
場
跡
↓
野
入
薬
師
堂
↓
来

迎
寺
↓
市
場
大
歳
神
社
↓
加
古
川

上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー（
解
散
）　﹇
約
６

�
﹈

※
コ
ー
ス
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
参
加
料
　
一
人
２
０
０
円
（
当

日
、
受
付
時
に
徴
収
し
ま
す
）

▼
持
参
物
　
弁
当
、
雨
具
、
敷
物
、

探
訪
証
明
書
（
な
い
方
は
、
当
日

発
行
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
　
小
野
市
観
光
協
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
）

※
当
日
受
付
も
可
能
。

第
29
回

小
野
史
を
歩
く
会

〜
太
古
の
湯
周
辺
を
歩
く
〜

平
成
１３
年
度

入
札
参
加
資
格
申
請

受
付
（
物
品
、
役
務

の
提
供
等
）

３
月
１８
日
（日）
は
、

全
市
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
日
で
す
。

お
忘
れ
な
く
！

市
県
民
税
・
確
定
申
告

は
３
月
１５
日
（木）
ま
で

第
１０
回
や
え
ざ
く
ら
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参

加

者

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧

イ
ン
ド
地
震

救
援
金
を
受
付

今
月
の
納
税

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

簿
記
教
室
受
講
者

社

納

税

協

会
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小
野
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、「
市

内
在
住
の
外
国
人
」
を
は
じ
め
と

す
る
外
国
の
方
々
と
の
新
た
な
交

流
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、「
外
国
の
文

化
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
」・「
広

く
世
界
の
国
々
へ
視
野
を
広
め
た

い
方
」
を
含
め
「
英
語
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
な
ど
外
国
語
を
少
し
で
も

話
せ
る
方
」
で
当
協
会
の
事
業
を

一
緒
に
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

一
年
間
の
登
録
制
と
し
、
過
去

に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
」
と
し

て
登
録
い
た
だ
い
た
方
も
再
度
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
登
録
・
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
総
務
部
総
務
課
内

　
　
小
野
市
国
際
交
流
協
会

▼
職
種
　
介
助
員

▼
採
用
人
数
　
２
名

▼
職
務
内
容
　
障
害
の
あ
る
児
童

生
徒
の
学
校
生
活
を
補
助
す
る
。

▼
応
募
資
格
　
健
康
で
障
害
者
福

祉
に
理
解
を
有
す
る
方

▼
受
付
期
間
　
３
月
１
日
（木）
か

ら
同
月
９
日
（金）

▼
申
込
書
類
　
履
歴
書
一
部
（
市

販
用
紙
使
用
）

▼
選
考
　
締
め
切
り
後
、
適
時
に

面
接

▼
採
用
期
間
　
平
成
１３
年
４
月
か

ら
同
年
９
月
（
更
新
有
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
学

校
教
育
課

兵
庫
県
高
齢
者
放
送
大
学
で
は

現
在
、
ラ
ジ
オ
で
生
涯
学
習
講
座

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
下
を
中
心
に
３,
５
０

０
人
余
り
が
学
ん
で
お
り
、
交
友

関
係
の
輪
が
広
が
り
、
自
己
の
教

養
を
高
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
１３
年
度
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
お
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
　
本
科
生
５
０
０
名

（
先
着
順
）（
他
に
聴
講
生
制
度
有
り
）

▼
資
格
　
６０
歳
以
上
で
県
下
在
住

の
方

▼
募
集
期
間
　
３
月
１２
日
（月）
か

ら
４
月
１３
日
（金）

▼
学
習
期
間
　
１
年
間

▼
経
費
　
６,
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

▼
放
送
　
Ａ
Ｍ
神
戸
５
５
８
Ｋ
Ｈ
z

毎
週
土
曜
朝
６
時
３０
分
か
ら
７
時

▼
詳
細

〒
６
７
５
―
０
１
８
８
　
加
古
川

市
平
岡
町
新
在
家
　
兵
庫
県
高
齢

者
生
き
が
い
創
造
協
会
内
 
兵
庫

県
高
齢
者
放
送
大
学
（
1
０
７
９

４
◯２４
３
３
４
２
）　

▼
受
付
期
間
　
３
月
２７
日
（火）
か

ら
４
月
１６
日
（月）

▼
第
一
次
試
験
　
５
月
１２
日
（土）
（
教

養
試
験
お
よ
び
論
・
作
文
試
験
を

行
い
ま
す
）

▼
採
用
予
定
者
数
　
男
性
　
約
１

６
０
名
、
女
性
　
約
１０
名

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
　
社
警
察

署
（
1
０
７
９
５
◯４２
０
１
１
０
）、

ま
た
は
お
近
く
の
交
番
駐
在
所
ま

で
。 試験区分

男
　
　
　
　
　
　
性

女性Ａ

Ａ

ＳＡ
（社会人経験者）

Ｂ

ＡＣ

受　　　験　　　資　　　格
年　　　齢

平成13年10月1日における年
齢が22歳から30歳までの男性

平成14年4月1日における年齢
が22歳から30歳までの男性
平成14年4月1日における年齢
が22歳から30歳までの女性

平成13年12月1日における年
齢が25歳から30歳までの男性

平成13年12月1日における年
齢が18歳から30歳までの男性

学　　　歴

4年生大学を卒業した人

4年生大学を卒業した人で、民
間企業等における職務経歴が
通算3年以上の人
Ａ・ＳＡ・ＡＣ以外の人
（平成14年3月短期大学、高等
学校卒業見込み者を除く）
4年生大学を平成14年3月まで
に卒業見込みの人
4年生大学を卒業した人および平
成14年3月までに卒業見込みの人

＜試験区分・受験資格＞

市民相談　　生活上の問題
◇と　き　毎週月～金曜日　9時～17時
◇ところ　市役所市民サービス課

交通事故相談　　事故処理などに関する問題【予約制】
◇と　き　3月22日（木）　10時30分～16時
◇ところ　市役所市民サービス課

法律相談　　法律的解釈が必要な問題など【予約制】
◇と　き　3月14日（水）　13時30分～16時
　　　　　　　28日（水）　13時30分～16時
◇ところ　市役所市民サービス課

人権行政相談　　人権や行政に関することなど
◇と　き　3月21日（水）　13時30分～15時30分
◇ところ　中央公民館302号

消費生活相談　　商品や契約の苦情に関する問題
◇と　き　毎週木曜日9時～17時
◇ところ　市役所生活環境課

不登校児童生徒の悩み相談　　電話と面接相談で応じます
◇と　き　毎週月～金曜日　13時～17時
◇ところ　教育委員会適応教室

農地相談　　農地に関することなど【予約制】
◇と　き　3月14日（水）　10時～15時
◇ところ　市役所第２庁舎会議室

児童相談　　家庭環境、子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　10時～16時
◇ところ　福祉事務所面接室

母子家庭相談　　生活上の悩みなど
◇と　き　毎週火・金曜日　10時～16時
◇ところ　福祉事務所面接室

身体障害者相談　　日常生活での悩みごと
◇と　き　3月18日（日）　10時～12時
◇ところ　中央公民館304号室

知的障害者相談　　知的障害、日常生活上の悩みなど
◇と　き　3月15日（木）　10時～12時
◇ところ　老人福祉センター「みやま荘」

乳幼児育児不安の相談　　乳幼児の子育ての悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日　10時～15時
◇ところ　来住保育所（子育てゆとり創造センター）162―8428

住宅改造相談（高齢者・障害者向）　　住宅改造について【予約制】
◇と　き　毎週月～金曜日　8時30分～17時
◇ところ　福祉事務所面接室

ふれあい福祉相談　　福祉に関する悩みなど
◇と　き　毎週月～金曜日（火・木曜日は介護専門相談）10時～15時
◇ところ　老人福祉センター相談室　162―2574

生涯学習相談　　個々に応じた学習の場の情報提供
◇と　き　毎週火～日曜日　8時30分～17時（土曜日は12時まで）
◇ところ　中央公民館事務所（学習情報センター）

子育て相談　　子育てに関すること
◇と　き　毎週火～土曜日　13時～15時（土曜日は10時～12時まで）
◇ところ　中央公民館301号（親子ふれあいセンター）162―7020

青少年の悩みの相談　　非行・いじめ・交友関係など
◇と　き　毎週月～金曜日　8時30分～17時（電話と面接相談）
◇ところ　教育委員会青少年補導センター　162―4110

募
集
（
つ
づ
き
）

国
際
交
流

「
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」等

平
成
１３
年
度

臨
時
職
員
（
介
助
員
）

平
成
１３
年
度
学
生

　
　
兵
庫
県

　
　
　
高
齢
者
放
送
大
学

平
成
１３
年
度
第
１
回

　
兵
庫
県
警
察
官

お気軽にご相談ください
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暮らしの情報
（
医
療
と
け
ん
こ
う
）

在
宅
の
寝
た
き
り
の
方
で
む
し

歯
が
出
来
た
り
、
歯
ぐ
き
が
腫
れ

て
痛
み
が
あ
る
、
入
れ
歯
が
合
わ

な
く
て
困
っ
て
い
る
。
口
の
中
の

手
入
れ
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
相

談
し
た
い
等
、
歯
に
関
し
て
困
っ

て
お
ら
れ
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
在
、
市
で
は
歯
科
医
師
、
歯

科
衛
生
士
が
家
庭
に
訪
問
し
、
応

急
処
置
お
よ
び
歯
科
保
健
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

入
れ
歯
が
合
わ
な
い
か
ら
と
使

用
し
な
い
で
い
る
と
、
歯
肉
が
や

せ
て
き
た
り
、
周
り
の
歯
が
傾
い

て
き
て
修
理
が
困
難
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
相
談

し
、
み
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
等

口
の
中
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と
は
、

誤
え
ん
性
肺
炎
等
全
身
の
病
気
の

予
防
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
食

べ
物
を
し
っ
か
り
か
む
こ
と
は
、

食
事
を
お
い
し
く
食
べ
る
事
が
で

き
た
り
、
脳
へ
の
刺
激
を
促
す
こ

と
で
痴
呆
を
予
防
す
る
効
果
も
あ

り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

ち
ほ
う

▼
日
時
　
３
月
１７
日
（土）
　
１９
時
３０

分
か
ら
２１
時

▼
場
所
　
匠
台
運
動
公
園（
ア
ク
ト
）

▼
内
容
　
講
話
「
最
近
増
え
て
い

る
心
の
病
気
〜
あ
な
た
の
心
は
健

康
？
〜
」「
お
す
す
め
ス
ト
レ
ス

解
消
法
！
」

▼
講
師
　
社
保
健
所
　
山
崎
明
子

氏「
お
腹
を
へ
こ
ま
す
方
法
」

み
ん
な
の
体
操

▼
対
象
者
　
一
般
市
民
の
方

▼
受
講
料
　
無
料
　
※
当
日
受
付

可▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
　
３
月
１４
日
（水）
　
１４
時
か

ら
１５
時

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
小
野
市
民
病
院
泌
尿
器

科
医
師

▼
受
講
料
　
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
　
３
月
２２
日
（木）
　
１３
時
３０

分
か
ら
１５
時

▼
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
講
演
・
座
談
会

「
痴
呆
〜
痴
呆
と
生
活
療
法
〜
」

「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
紹
介

▼
講
師
　
大
村
病
院
院
長
　
江
原

嵩
氏

▼
対
象
者
　
一
般
市
民
の
方

▼
申
し
込
み
　
３
月
１６
日
（金）
ま
で
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

教室名

へるすあっぷ教室

場　所

保健センター

対象年齢

40歳～59歳

地　区

小野市内

日　程

第2金曜日

定員

40名

教室名

ヘルシー教室

いきいき教室

若がえり教室

リフレッシュ教室

場　所

保健センター

河合会館

来住会館

広渡会館

対象年齢

60歳以上

地　区

小野・市場

下東条

河合

来住

大部・福田

日　程

第1木曜日

第3水曜日

第2水曜日

第4火曜日

定員

40名

40名

40名

40名

ヘ
ル
ス
タ
ウ
ン
セ
ミ
ナ
ー

参

加

者

募

集

新 受 講 生 募 集

●健康づくり教室（4月開講）

生活習慣病の予防、栄養・運動等を取り入れた教室

●ねたきり予防実践教室（4月開講）
骨粗しょう症や寝たきりの予防、栄養、運動を取り入れた教室

【時間　10時～11時30分（内容によって午後の場合もあります）】

【時間　10時～11時30分（内容によって午後の場合もあります）】
◎申し込み・問い合わせ　保健センターへ3月28日（水）までに。
（定員になり次第、受付を終了させていただきます）

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

在
宅
寝
た
き
り

　
　
　
　

歯
科
訪
問
指
導

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
腎
・
尿
路
結
石
と

　
　
　
　
　
膀
胱
炎
」

痴
呆
性
老
人

　
介
護
者
の
つ
ど
い

ち

ほ
う

あな
たの歯

はだいじょうぶですか？
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休日当直医（10日までの分は前月号に掲載）

内科系週日時間外救急診療 10日までの分は
前月号に掲載（ ）

★診療時間は、午前９時から午後６時です。
★当番医は変更することがありますので、当日の新聞で確認してください。

★診療時間は、午後６時から午後９時です。
★当番医は変更することがありますので、消防テレホンサービス（1　7119）
または、消防署（1　0119）で確認してください。

63

63

◎各教室・健診には、母子健康手帳をご持参ください。

★母子健康手帳交付

◇平日　8時30分～16時30分　＝保健センター
　　窓口で随時行います。妊娠連絡票を持参してください。

★マタニティクッキング

◇3月16日（出産予定日が平成13年5月・6月の方）
　9時30分～11時30分＝保健センター
　（エプロン・三角巾持参）

★４か月児健康診査

◇3月5日　12年11月生まれの乳児
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター

★１歳６か月児健康診査

◇3月19日　11年9月生まれの幼児
◇4月2日　11年10月生まれの幼児
　受付時間　13時～14時30分　＝保健センター

★一般健康相談

◇3月2日・9日　4月6日　13時～14時＝社保健所（予約制）

★こころの相談

◇3月26日　13時～14時＝社保健所（予約制）

★ネコの引き取り

◇3月5日・19日　4月9日　8時30分～10時＝保健センター

★献血

◇3月2日　10時30分～15時30分＝保健センター
　　　（成分献血の場合は電話予約を事前にしてください）

★HIV（エイズ）抗体検査

◇3月1日・8日　4月5日　11時～12時
＝社保健所（予約制）（無料・匿名で受けることができます）

★母子健康相談＆プレイルーム

◇3月15日　乳幼児を持つ親子
　　受付時間9時30分～10時30分＝保健センター

★５か月児教室

◇3月7日　12年10月生まれの乳児
　　　 　 10時～11時30分　＝保健センター

（10時までにお越しください。スプーン・小皿持参）

★１歳児教室

◇3月16日　12年2月生まれの幼児
　　　　　　9時45分～11時30分　＝保健センター

（10時までにお越しください）

★２歳児教室

◇3月12日　11年2月生まれの幼児
◇4月9日　11年3月生まれの幼児
　　　　　　9時45分～11時30分　＝保健センター
　　　　　　（子ども用歯ブラシ・タオル・コップ持参）

※10時までにお越しください。

★３歳児健康診査

◇3月13日　10年1月生まれの幼児
◇4月10日　10年2月生まれの幼児
　　受付時間13時～14時30分　＝保健センター
（事前にアンケート用紙を送付します。お手元にない方は
　保健センターへご連絡ください）
（当日は、歯を磨いてきてください）

健康カレンダー

保健センター
◯3977６３

月　 日 当番医
上・内科医

下・外科医
住　 所 電　 話

3月11日

3月18日

3月20日

3月25日

4月1日

4月8日

（日）

（日）

（祝）

（日）

（日）

（日）

小野寿仙病院

公立社総合病院

曽 野 医 院

小野市民病院

小野市民病院

岡田整形外科

小野市民病院

公立社総合病院

依 藤 診 療 所

小野市民病院

育が丘クリニック

公立社総合病院

復 井 町

社 町 家 原

社町東古瀬

中 町

中 町

王 子 町

中 町

社 町 家 原

本 町

中 町

樫 山 町

社 町 家 原

◯ 2020

0795◯5511

0795◯6299

◯ 2020

◯ 2020

◯ 2011

◯ 2020

0795◯5511

◯ 0028

◯ 2020

◯ 8112

0795◯5511

42

42

42

42

63

63

63

62

62

63

63

66

月　 日 当 番 医 住　 所 電　 話

3月12日

13日

14日

15日

16日

17日

19日

21日

22日

23日

24日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

4月02日

03日

04日

05日

06日

07日

09日

10日

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（月）

（水）

（木）

（金）

（土）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（月）

（火）

曽 野 医 院

赤 羽 目 医 院

依 藤 診 療 所

育が丘クリニック

青 山 医 院

ますむら医院

町立東条診療所

復 井 診 療 所

岡田内科医院

岡 村 医 院

松本小児科医院

ひまわりクリニック

国立青野原病院

ますむら医院

土 井 病 院

まつい子どもクリニック

岡 村 医 院

松 尾 内 科

小島クリニック

桂 医 院

真 島 医 院

藤本内科医院

赤 羽 目 医 院

畑田内科医院

柏 木 医 院

社町東古瀬

滝野町北野

本 町

樫 山 町

東条町吉井

滝野町上滝野

東条町新定

復 井 町

市 場 町

敷 地 町

社 町 社

神 明 町

南 青 野

滝野町上滝野

復 井 町

敷 地 町

敷 地 町

黒 川 町

王 子 町

社 町 大 門

三 和 町

社 町 社

滝野町北野

黒 川 町

船 木 町

0795◯6299

0795◯5058

◯ 0028

◯ 8112

0795◯0321�

0795◯0704

0795◯0048

◯ 7318

◯ 7366

◯ 4300

0795◯5105

◯ 7209

◯ 2233

0795◯0704

◯ 2119

◯ 7366

◯ 4300

◯ 0880

◯ 2727

0795◯0252

◯ 2330

0795◯0024

0795◯5058

◯ 7575

◯ 0199
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42

48

46

48

46

42

48

48

42

66

66

63

62

64

64

66

63

67

62

62

62

66

62

63
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